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　市は、昨年から市民のみなさんが市政のあらゆる分野
に参画する上でもっとも基本となる市政情報のひとつと
して、『まちづくりカタログ』を発行しています。
　このまちづくりカタログは、平成１４年度の予算の内容
と事業のあらましを『登別市総合計画』の柱立てに沿っ
て紹介するものです。
　まちづくりは、自分の住むまちを、市民のみなさんが
「こうしていきたい」と自ら考え、判断・決定し、責任
をもって行うことです。
　今年度、市がどのような事業に取り組むのか、あるい
は、市が提供している行政サービスについてどのくらい
の財源が付与されているのかなど、市民のみなさんが市
の施策を検討する上で、また、登別のまちづくりを考え
ていく上で参考にしていただければ幸いです。

まちづくりカタログをお届けします



�

まちづくりカタログ

　　　　　　　CONTENTS

～交通・情報・都市景観・市街地整備
　・公営住宅・上水道・公園～

第１章

共に支え合う福祉の基盤づくり　 …………… 　�
高齢者や障害をもつ方のために　 …………… 　�
高齢社会を支えるために（介護保険全般）　 … 　�
介護保険サービス　 …………………………… ��
健康で暮らすために　 ………………………… ��
母と子の健康のために　 ……………………… ��
子どもたちの健康のために　 ………………… ��
地域医療体制の整備　 ………………………… ��
障害をもつ方のために（助成金・給付関係） … ��
障害をもつ方のために（補助金）　 …………… ��
障害をもつ方のために（施設関連）　 ………… ��
自立した暮らしへの支援　 …………………… ��
地域で担う子育て支援　 ……………………… ��
男女共同参画社会づくり　 …………………… ��

ややややややややややややややややややややささささささささささささささささささささししししししししししししししししししししささささささささささささささささささささとととととととととととととととととととと共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生すすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちやさしさと共生するまち

～福祉・高齢者・保健・障害をもつ方
　・子育て支援・男女共同参画～

第６章

多彩な地域活動を支援　 ……………………… ��
交流ネットワークの形成　 …………………… ��

担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいああああああああああああああああああああううううううううううううううううううううままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり担いあうまちづくり

～市民参画・地域活動・地域交流・国際交流～

第２章

資源循環型社会の構築に向けて　 …………… ��
人と自然のふれあい拠点の形成　 …………… ��
生活環境の保全　 ……………………………… ��
美しい自然を守り、
　住みよい環境をつくるために　 …………… ��
下水道事業の推進　 …………………………… ��
火葬場・霊園の整備　 ………………………… ��
災害に強いまちづくり　 ……………………… ��
消防・救急体制の整備　 ……………………… ��
犯罪のないまちを目指して　 ………………… ��
交通安全対策　 ………………………………… ��
安全な消費生活　 ……………………………… ��

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととももももももももももももももももももももにににににににににににににににににににに暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららららららららららららすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち自然とともに暮らすまち

～環境保全・自然とのふれあい・ごみとリサ
　イクル・下水道・火葬場・霊園・防災・消
　防・救急・防犯・交通安全・消費生活～

第３章

産業を担う人づくり　 ………………………… ��
企業誘致の促進　 ……………………………… ��
世界が集い、
　世界が楽しむ北の観光拠点をつくる　 …… ��
海と大地の恵みを力に変える　 ……………… ��
まちの経済活性化のために　 ………………… ��

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地にににににににににににににににににににに根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい大地に根ざしたたくましい

産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業がががががががががががががががががががが躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動すすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち　　　　産業が躍動するまち

～産業振興・観光・農業・林業・水産業
　・商業～

第４章

機能的な交通・情報ネットワークで
　活力とふれあいを運ぶ　 …………………… ��
情報・通信体制の整備　 ……………………… ��
情報化の推進　 ………………………………… ��
美しい都市景観の創造　 ……………………… ��
住みよい市街地の整備と
　宅地・住宅の確保　 ………………………… ��
水道事業などの推進　 ………………………… ��
公園の整備　 …………………………………… ��

調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和のののののののののののののののののののの中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中ででででででででででででででででででででふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるささささささささささささささささささささととととととととととととととととととととをををををををををををををををををををを調和の中でふるさとを

演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出すすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち　　　　　　演出するまち

第５章

生涯学習社会の実現を目指して　 …………… ��
幼児教育の充実　 ……………………………… ��
小・中学校教育の充実　 ……………………… ��
学習環境の整備充実　 ………………………… ��
学校給食事業　 ………………………………… ��
高校教育の充実　 ……………………………… ��
生涯学習の推進　 ……………………………… ��
生涯学習諸条件の整備　 ……………………… ��
個性豊かなふるさとの文化をつくる　 ……… ��
生涯スポーツと競技スポーツの振興　 ……… ��
スポーツ施設の整備充実　 …………………… ��
生涯学習を支える図書館機能を高める　 …… ��

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかなななななななななななななななななななな個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性とととととととととととととととととととと豊かな個性と

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性ををををををををををををををををををををははははははははははははははははははははぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち　人間性をはぐくむまち

～生涯学習・幼児教育・小中学校教育・特殊
　教育・高等教育・学習機会・文化活動・ス
　ポーツ・図書館～



�

平
成　

年
度

１４

�����
一般会計歳入

◎市税…市民税や固定資産税、都市計画税、軽自動車税、
市たばこ税、特別土地保有税、入湯税があり、市の収
入の４分の１を占めています。
◎地方交付税…市が行わなければならない行政サービス
を実施するため、財政状況に応じて国から配分される
お金。
◎使用料及び手数料…ごみ処理手数料や建築確認手数料、
戸籍手数料など、利用した方が納める受益者負担金。
◎国庫（道）支出金…交付金や補助金、委託金があり、
市が事業や事務を行うために国や道から交付されるお
金。
◎繰入金…基金（家庭でいうと貯金）を取り崩して使用
するお金。
◎諸収入…貯金の利子や貸付金の回収元金、利子、福祉
施設に入所している方に負担金として納めていただく
お金など。
◎市債…施設や道路などを整備する際、通常の財源だけ
でまかなうのが困難なため、借り入れするお金。
◎その他…自動車重量税や消費税などの税金の一部が国
から交付されるお金など。

◎議会費…市議会に関することに使うお金
◎総務費…国際交流や各地域との交流、広報広聴活動な
どに使うお金
◎民生費…福祉に関することに使うお金
◎衛生費…健康や予防に関することに使うお金
◎労働費…労働に関することに使うお金
◎農林水産業費…農業や水産業に関することに使うお金
◎商工費…商工業に関することに使うお金
◎土木費…都市基盤整備に関することに使うお金
◎消防費…火災や救急業務に関することに使うお金
◎教育費…教育に関することに使うお金
◎公債費…長期借入金の返済に使うお金
◎給与費…職員の給与に使うお金
◎予備費…予備のお金

一般会計歳出

一般会計歳入 （単位：万円）

平成１４年度
費目

構成比当初予算額
２３．２％５１７，４３７市 税
２４．９％５５６，５００地 方 交 付 税
３．０％６７，７７３使用料及び手数料
１１．８％２６３，５４７国 庫 支 出 金
１０．９％２４４，４４５道 支 出 金
６．３％１４１，４４０繰 入 金
４．７％１０４，４９４諸 収 入
８．９％１９９，４２０市 債
６．３％１３９，９４４そ の 他

１００．０％２，２３５，０００合　　　計

一般会計歳出 （単位：万円）

平成１４年度
費目

構成比当初予算額
０．８％１７，６６７議 会 費
５．０％１１２，０２７総 務 費
２３．０％５１３，５９０民 生 費
７．６％１６８，９０４衛 生 費
０．９％２１，１６７労 働 費
０．４％９，６２０農林水産業費
２．９％６４，４２２商 工 費
１９．６％４３７，１５７土 木 費
０．９％１９，１１１消 防 費
４．４％９８，５１３教 育 費
１２．２％２７３，６３４公 債 費
２２．１％４９４，１８８給 与 費
０．２％５，０００予 備 費

１００．０％２，２３５，０００合　　　計

市税
23.2％

地方交付税
24.9％

使用料及び手数料
3.0％

国庫支出金
11.8％

道支出金
10.9％

繰入金
6.3％

諸収入
4.7％

市債
8.9％

その他
6.3％

歳入

議会費
0.8％

総務費
5.0％

民生費
23.0％

衛生費
7.6％
労働費　0.9％
農林水産業費　0.4％

商工費
2.9％

土木費
19.6％

消防費
0.9％

教育費
4.4％

公債費
12.2％

給与費
22.1％

予備費
0.2％

歳出



予算のポイント
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　　　　　　　まちの予算

特別会計・事業会計

�国民健康保険特別会計
国民健康保険加入者の
医療費の一部助成や国民
年金、各種検診の助成、
健康づくりなどの事業を
行います。

�学校給食事業特別会計
市内の小・中学校や保育所に給食を調理・配送し、
子どもたちの栄養を満たすことができるおいしい給
食を提供します。

�公共下水道事業特別会計
都市基盤整備の一環である公共下水道を整備します。本年度は、鷲別町
と大和町方面の下水道を整備します。この整備で、登別市の下水道普及率
は７５㌫、整備面積は　８４９　㌶になります。
また、１２年度から４年間にわたって終末処理場の処理能力を１万立方㍍
から１万　２，５００　立方㍍へ増設を進めるとともに、本年度は登別地区の整備
に向けた幌別ポンプ場と登別ポンプ場の建設用地の確保を図ります。
�老人保健特別会計
高齢者の医療費軽減を図るため、医療費の一部助成などを行います。
�簡易水道特別会計
札内地区などの飲料・営農用水施設の整備を行います。
�介護保険特別会計
介護が必要な高齢者などを対象に、在宅や施設での介護サービスを行い
ます。
�水道事業会計
安全で良質な水の供給や新配水池の建設、配水管の整備などを行います。
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の
の
、
扶
助
費
と
公
債

費
が
各
々
３
億
円
以
上
増
加
し
た
た
め
、　

億
５
千

１０６

　

万
円
と
な
り
、
都
市
基
盤
整
備
な
ど
公
共
事
業
の

４０５た
め
に
支
出
す
る
『
投
資
的
経
費
』
は
、　

億
円
の

１７

受
託
事
業
が
あ
る
た
め
、　

億
６
千　

万
円
増
え
、

１３

５６７

　

億
１
千　

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

４０

９６７

平成１４年度各会計予算総括表（単位：万円）
平成１４年度

会　計　区　分
構 成 比当初予算額
９１．１％１，７７５，８００
２５．２％４９１，４８０国民健康保険
１．９％３７，７２０学校給食事業
１８．１％３５２，９８０公共下水道事業
３３．６％６５３，８６０老 人 保 健
０．２％３，２６０簡易水道事業
１２．１％２３６，５００

１２．１％２３６，４５０保 険 事 業
勘 定

０．０％５０介護サービス 
事 業 勘 定

８．９％１７３，８７９
４．９％９４，７４７収 益 的 支 出
４．０％７９，１３２資 本 的 支 出

１００．０％１，９４９，６７９総　　　合　　　計

特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

介 護 保 険
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まままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

や
さ
し
さ
と
共
生
す
る
ま
ち

福
祉
・
高
齢
者
・
保
健
・

障
害
を
も
つ
方
・
子
育
て

支
援
・
男
女
共
同
参
画



●
共
に
支
え
合
う
福
祉
の
基
盤
づ
く
り

●
高
齢
者
や
障
害
を
も
つ
方
の
た
め
に

●
高
齢
社
会
を
支
え
る
た
め
に
（
介
護
保
険
全
般
）

●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

●
健
康
で
暮
ら
す
た
め
に

●
母
と
子
の
健
康
の
た
め
に

●
子
ど
も
た
ち
の
健
康
の
た
め
に

●
地
域
医
療
体
制
の
整
備

●
障
害
を
も
つ
方
の
た
め
に
（
助
成
金
・
給
付
関
係
）

●
障
害
を
も
つ
方
の
た
め
に
（
補
助
金
）

●
障
害
を
も
つ
方
の
た
め
に
（
施
設
関
連
）

●
自
立
し
た
暮
ら
し
へ
の
支
援

●
地
域
で
担
う
子
育
て
支
援

●
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
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第１章　やさしさと共生するまち

共
に
支
え
合
う
福
祉
の
基
盤

づ
く
り

片
倉
町
６
丁
目
９－
１
（
�
�
０
１
０
０

平
成　

年
度
の
利
用
実
績
は
、
３
万
８
千　

１３

８２４

人
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
に
要

す
る
経
費　

２
千　

万
円

７６４

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理

に
要
す
る
経
費　
　

万
円

９１３

幌
別
町
３
丁
目
７－

１
（
�
�
２
９
６
６

平
成　

年
度
の
利
用
実
績
は
、
１
千　

件
・

１３

７２６

２
万
３
千　

人
。

８０３

）。

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
・
富
浦
会
館
な

ど
の
運
営
管
理
に
要
す
る
経
費　
　

万
２９０

円・
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
…
若
草
町
４
丁
目

　

－

１
（
�
◯８６
 

１
２
０
５
）
。
平
成　

年

２１

１３

度
の
利
用
実
績
は
、
２
千　

件
・
３
万
８

９７０

千　

人
。

５４３

・
富
浦
会
館
…
富
浦
町
１
丁
目　

－

４
（
�

４６

◯８３
 

２
４
８
１
）
。
平
成　

年
度
の
利
用
実

１３

績
は
、　

件
・
１
千　

人
。

９４

９７７

・
富
士
会
館
…
富
士
町
７
丁
目
２－

１
（
�

◯８８
 

０
７
２
２
）
。
平
成　

年
の
利
用
実
績

１３

は
、　

件
・
１
万
５
千　

人
。

５０６

１７９

福
祉
の
し
お
り
の
作
成　
　

万
８
千
円

１５

身
体
障
害
者
福
祉
制
度
や
介
護
保
険
制
度

な
ど
、
福
祉
関
係
の
諸
制
度
を
広
く
紹
介
し

た
福
祉
の
し
お
り
を
作
成
し
ま
す
。

老
人
医
療
費
の
給
付　
　

億
３
千　

万

６５

１５８

９
千
円
（
う
ち
国　

億
７
千　

万
円
、
道

１３

１３２

３
億
４
千　

万
円
）

２８３

　

歳
以
上
の
方
や
、　

歳
以
上
で
重
度
の

７０

６５

障
害
を
も
つ
高
齢
者
の
、
本
人
負
担
１
割
分

を
除
い
た
医
療
費
な
ど
を
給
付
し
ま
す
。

）。
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高
齢
者
の
医
療
費
軽
減
を
図
る
た
め
、
道

と
市
で
は
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

・
道
の
助
成
対
象
…　

歳
以
上　

歳
未
満
で

６５

７０

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
、
高
齢
者
と
児
童
だ
け
の
世
帯
の
方
。

・
市
の
助
成
対
象
…　

歳
以
上　

歳
未
満
の

６９

７０

方
。

老
人
医
療
費
の
助
成　

９
千　

万
８
千

７６６

円
（
う
ち
道
４
千　

万
７
千
円
）

３５５

・
ふ
れ
あ
い
広
場
…
し
ん
た　

な
ど
を
会
場

２１

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
手
話
や
点

字
体
験
、
車
い
す
な
ど
の
試
乗
な
ど
が
行

わ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
や
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
理

念
の
普
及
が

図
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
を
支

援
】

地
域
福
祉
活
動
促
進
事
業
補
助
金　
　
９０１

万
円登

別
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る

『
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
』
『
ふ
れ

あ
い
広
場
』
な
ど
の
事
業
費
の
一
部
や
、

『
登
別
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
』
の
運

営
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

・
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
…
市
民
が

介
護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
法
律
、
年

金
、
保
健
な
ど
の
生
活
・
福
祉
問
題
に
つ

い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
総
合
相
談
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
む
『
ふ
く
し
な
ん
で
も

相
談
』
の
実
施
や
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
な
ど
を
地
域
で
支
え
る
『
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
』
を
強
化
す
る
ほ
か
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
日
帰
り
介
護
サ

ー
ビ
ス
（
高
齢
者
）
、
介
護
講
習
会
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
月
間
な

ど
を
実
施
し
、

福
祉
の
総
合

的
な
推
進
を

図
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入

２０

６０

し
、
老
後
や
思
わ
ぬ
け
が
、
病
気
で
障
害
を

も
っ
た
と
き
、
年
金
を
受
給
し
て
生
活
の
安

定
を
図
ろ
う
と
す
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

国
民
年
金
経
費　

３
千　

万
４
千
円

６７２

（
う
ち
国　

万
４
千
円
）

７３

・
登
別
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
…
片
倉

町
６
丁
目
９－

１
し
ん
た　

内
（
�
◯８８
 

２

２１

０
８
０
）
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
人

や
受
け
た
い
人
の
登
録
・
調
整
・
紹
介
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
推
進
す
る
機
関
で
す
。

　
　

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

２９５

ア
グ
ル
ー
プ　

団
体
・
１
千　

人
が
登
録

３３

４９１

し
（
平
成　

年
５
月
１
日
現
在
）
、
幅
広

１４

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲放課後児童クラブでの
ボランティア体験（ボ
ランティア体験月間）

▲ふれあい広場での点字体験
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▼
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
（
�
�
１
９
１
１
）

登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
�
�
０
８
６
０
）

【
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
を

支
援
】

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
経
費　
　

万
７７９

２
千
円
（
う
ち
道　

万
８
千
円
）

７７７

民
生
委
員
児
童
委
員　

人
。

１２９

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
経
費　
　
１２４

万
１
千
円
（
う
ち
道　

万
円
）

１２４

民
生
委
員
推
せ
ん
会
経
費　
　

万
３
千

３１

円
（
う
ち
道
１
万
６
千
円
）

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
補
助
金　

　

万
６
千
円

２８２

富
士
町
７
丁
目　

－

１
（
�
�
１
３
０
３

１１

平
成　

年
度
の
利
用
実
績
は
、
１
万
３
千　

１３

４１７

件
・
２
万
２
千
７
人
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理　
　
４２４

万
５
千
円

高
齢
者
や
障
害
を
も
つ
方
の

た
め
に

【
高
齢
社
会
の
基
盤
づ
く
り
】

）。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動
す
る

各
種
サ
ー
ク
ル
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ

る
芸
能
発
表
や
創
作
作
品
展
示
な
ど
の
活
動

を
紹
介
し
、
高
齢
者
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

平
成　

年
度
は
、
９
月　

日
�
の
開
催
を

１４

２１

予
定
し
て
い
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
祭　
　

万
１
千
円

３７

幌
別
町
７
丁
目
４－

４
（
�
�
８
２
０
８

平
成　

年
度
の
利
用
実
績
は
、
１
千　

人
。

１３

４４７

老
人
趣
味
の
作
業
所
の
運
営　
　

万
１

４２

千
円
（
う
ち
道　

万
８
千
円
）

３０

）。
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静
和
園
整
備
事
業
費　

万
円
、
優
和
園
整

３５０

備
事
業
費　

万
円
。

３００

老
人
憩
の
家
の
維
持　
　

万
８
千
円

３４４

三
市
の
高
齢
者
の
交
流　
　

万
５
千
円

２７

登
別
市
・
室
蘭
市
・
伊
達
市
の
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
、
演
芸
大
会
な
ど
を
通
し
て
相
互
の

交
流
を
図
り
ま
す
。

登
別
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
補
助
金　

　

万
円

１００
市
内
老
人
ク
ラ
ブ　

団
体
。

４７

老
人
憩
の
家
の
営
繕　
　

万
円

２００

老
人
憩
の
家
の
整
備　
　

万
円

６５０

【
生
き
が
い
づ
く
り
（
補
助
金
関

連
）
】

登
別
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
行
う
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

な
ど
の
事
業
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

生
き
が
い
対
策
事
業
補
助
金　
　

万
円

２０

高
齢
者
の
長
寿
を
祝
い
『
長
寿
祝
金
』
や

『
長
寿
祝
品
』
を
贈
呈
し
ま
す
。

平
成　

年
度
の
長
寿
祝
金
は
、　

歳
の
方

１４

７７

・　

人
、　

歳
の
方
・　

人
、　

歳
の
方
・

４９０

８８

１６６

９９

８
人
、
長
寿
祝
品
は　

歳
以
上
の
方
・
５
人

１００

に
贈
呈
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

長
寿
祝
金
な
ど
の
贈
呈　
　

万
円

６７０

敬
老
会
補
助
金　
　

万
３
千
円

８３１

　

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
敬
老
行
事
を
行

７０
う
町
内
会
に
対
し
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
平
成　

年
度
の
対
象
予
定
者
は
、

１４

８
千　

人
。

３１３

老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金　
　

万
５
千
円

５３４

（
う
ち
道　

万
７
千
円
）

１６１

登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助

金　

１
千　

万
円

１００

独
居
老
人
等
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
機
器

の
設
置　
　

万
６
千
円
（
道　

万
８
千

７００

４３８

円
）こ

れ
ま
で
、
市
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
な
ど
に　

台
が
設
置
さ
れ
、
平
成　

年

２７５

１４

度
は
、　

台
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１０
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老
人
日
常
生
活
用
具
の
給
付　
　

万
７

１１８

千
円
（
う
ち
道　

万
７
千
円
）

８７

在
宅
高
齢
者
が
日
常
生
活
を
容
易
に
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
日
常
生
活
用
具
（
電
磁

調
理
器
な
ど
）
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。ま

た
、
要
介
護
認
定
４
以
上
の
高
齢
者
と

そ
の
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
の
い
ず
れ
も

が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
に
、
介
護
用
品

（
紙
お
む
つ
な
ど
）
購
入
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

布
団
乾
燥
・
電
話
・
移
送
サ
ー
ビ
ス　

　

万
円
（
う
ち
道　

万
円
）

１５８

１１８

・
布
団
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
…
寝
た
き
り
状
態
の

　

歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
の
布
団
乾
燥
を

６５行
い
ま
す
。

・
電
話
サ
ー
ビ
ス
…　

歳
以
上
の
高
齢
者
だ

６５

け
の
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
、

病
弱
な
ど
の
理
由
か
ら
近
隣
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
方
に
電
話
を
か

け
、
安
否
の
確
認
や
孤
独
感
の
解
消
を
図

り
ま
す
。

・
移
送
サ
ー
ビ
ス
…
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る　

歳
以
上
の
高
齢
者
を
所
定
の

６５

バ
ス
停
か
ら
送
迎
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

（
�
�
１
９
１
１
）

老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス　
　

万
１６２

円
（
う
ち
道　

万
７
千
円
）

１１７

介
護
認
定
審
査
で
『
自
立
』
と
認
定
さ
れ

た
方
で
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ

る
高
齢
者
に
対
し
、
要
介
護
状
態
へ
の
進
行

予
防
や
自
立
促
進
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
を
派
遣
し
、
日
常
生
活
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　
　

万
円
（
う
ち

３０６

道　

万
４
千
円
）

１９０介
護
認
定
審
査
で
『
自
立
』
と
認
定
さ
れ

た
方
で
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ

る
高
齢
者
の
自
立
促
進
や
身
体
機
能
の
維
持

向
上
を
目
的
に
、
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
緑
風
園
で
入
浴

や
食
事
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

老
人
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ　

８
万
３
千
円

（
う
ち
道
６
万
１
千
円
）

介
護
認
定
審
査
で
『
自
立
』
と
認
定
さ
れ

た
方
で
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ

る
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
病
気

な
ど
の
た
め
一
時
的
に
在
宅
で
の
介
護
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
緑
風
園
で
お
世
話
し
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス　
　

万
４
千
円
（
う
ち

８６５

道　

万
３
千
円
）

３７３一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
、
心
身
に
障
害
を
も
ち
調
理
が
困
難
な

方
に
、
週
２
回
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
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彩
咲
会
に
よ
る
老
人
福
祉
施
設
建
設
事
業

に
伴
い
、
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
金
（
ふ

る
さ
と
融
資
）
を
活
用
し
、
民
間
事
業
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
で
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
金
（ 
彩 

さ
い 

咲 
会
）

し
ょ
う

５
千　

万
円

５００
川
上
町　

－

１
（
�
�
５
０
４
３
）
。
平

２７７

成　

年
３
月
末
日
現
在
で　

人
が
入
園
。

１４

６３

養
護
老
人
ホ
ー
ム
恵
寿
園
の
運
営　

１

億
７
千　

万
８
千
円
（
う
ち
国
１
千　

６９２

１７

万
５
千
円
、
人
件
費
１
億
２
千　

万
４
千

２１３

円
）屋

根
の
一
部
の
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

恵
寿
園
の
整
備　
　

万
円

１２８

地
域
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
マ

ッ
プ
を
作
成
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ
プ
の
作
成　
　

万
６３

円
（
う
ち
国　

万
５
千
円
、
道　

万
７
千

３１

１５

円
） 高

齢
社
会
を
支
え
る
た
め
に

（
介
護
保
険
全
般
）

介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
介
護
認
定
後
、

ど
の
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
か
希

望
を
聞
き
な
が
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介

護
支
援
専
門
員
）
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

作
成
し
ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
見
直
し
経
費　
　

万
２
千
円

７６

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成　
　

万
円

５０

保
健
・
福
祉
・
医
療
の
各
分
野
の
専
門
家

　

人
で
構
成
さ
れ
、
介
護
認
定
申
請
者
に
ど

３０ 介
護
認
定
審
査
会
の
運
営　
　

万
４
千

９７０

円
（
う
ち
国　

万
８
千
円
）

５５９
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の
程
度
の
介
護
が
必
要
と
な
る
か
審
査
し
ま

す
。介

護
認
定
申
請
者
の
介
護
認
定
を
行
う
た

め
、
介
護
認
定
調
査
員
が
介
護
を
必
要
と
す

る
方
の
身
体
の
状
況
な
ど
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
ま
す
。

介
護
認
定
調
査　

１
千　

万
１
千
円

６０６

（
う
ち
国　

万
５
千
円
）

９２６

介
護
保
険
制
度
の
説
明
会
の
開
催
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、
制
度
の
仕
組
み
や

内
容
の
周
知
を
図
り
ま
す
。
平
成　

年
度
は
、

１４

『
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
』
な
ど
に
介
護
保
険
に

つ
い
て
の
記
事
を
掲
載
す
る
ほ
か
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
折
り
込
む
予
定
で
す
。

介
護
保
険
趣
旨
の
普
及　
　

万
１
千
円

２０６

介
護
保
険
事
業
は
、
市
町
村
介
護
保
険
事

業
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
国
か
ら
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
計
画
の
進
行

や
管
理
、
予
算
、
給
付
状
況
な
ど
に
つ
い
て

協
議
す
る
た
め
、
委
員　

人
で
構
成
す
る
介

１０

護
保
険
運
営
協
議
会
を
組
織
し
、
平
成　

年
１４

度
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
の
協

議
や
苦
情
処
理
の
審
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
運
営
協
議
会
の
運
営　
　

万
４０

３
千
円

要
介
護
・
要
支
援
被
保
険
者
（
要
介
護
ま

た
は
要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
方
）
が
受
け

た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
正
し
く
利
用
さ
れ
て
い

る
か
内
容
を
国
民
健
康
保
険
連
合
会
に
審
査

介
護
給
付
費
請
求
書
審
査
支
払
手
数
料

　

万
２
千
円
（
う
ち
国　

万
８
千
円
・
道

３３１

８２

　

万
４
千
円
）

４１

生
計
中
心
者
が
所
得
税
非
課
税
で
あ
る
世

帯
の
障
害
を
も
つ
方
や
高
齢
者
が
、
介
護
保

険
制
度
導
入
後
も
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
負
担
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
低
所
得
者
利

用
者
負
担
の
軽
減　
　

万
３
千
円
（
う

４４４

ち
国　

万
１
千
円
、
道　

万
円
）

２２２

１１１

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ず
に
介
護

度
４
・
５
の
在
宅
高
齢
者
の
介
護
を
行
っ
て

い
る
家
族
に
対
し
て
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給　
　

万
円

５０

（
う
ち
国　

万
円
、
道　

万
５
千
円
）

２５

１２

こ
れ
ま
で
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
『
し
ん

た　

』
内
に
『
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
し

２１
ん
た
』
を
設
置
し
、
在
宅
の
要
援
護
者
と
そ

の
介
護
者
か
ら
の
在
宅
介
護
な
ど
に
関
す
る

総
合
的
な
相
談
や
関
係
機
関
へ
の
連
絡
な
ど
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
行

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営　

２

千　

万
２
千
円
（
う
ち
道
１
千　

万
７
千

２５２

６７６

円
）

▲介護認定審査会の様子

し
て
も
ら
う
た
め
の
手
数
料
で
す
。
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要
介
護
・
要
支
援
被
保
険
者
が
在
宅
で
訪

問
介
護
や
通
所
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
介
護
費
用
の
９
割
を
給
付
し
ま
す
。

居
宅
介
護
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
給
付
費　

４
億
６
千　

万
２
千
円
（
う
ち
国
１
億

７２９

１
千　

万
２
千
円
、
道
５
千　

万
円
）

６８４

８４４

っ
て
き
ま
し
た
。
平
成　

年
度
か
ら
、
介
護

１２

保
険
制
度
導
入
や
在
宅
福
祉
に
関
す
る
相
談

件
数
の
急
増
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
に

『
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
の
か
』
と

『
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
登
別
』

を
開
設
し
、
相
談
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ん
た
…
片
倉

町
６
丁
目
９－

１
（
�
◯８８
 

２
２
２
１
）

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
の
か
…
登
別

温
泉
町　

（
登
別
厚
生
年
金
病
院
内
�
◯８４
 

１３３

２
１
６
５
代
表
）

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
登
別

…
登
別
東
町
３
丁
目
１－

２
（
�
◯８３
 

０
５

１
１
）

▼
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

（
し
ん
た　

内
�
�
０
１
０
０
）

２１

特
例
居
宅
介
護
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
給
付

費　
　

万
円
（
う
ち
国　

万
５
千
円
、
道

７０

１７

８
万
８
千
円
）

要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
申
請
前
に
、
や

む
を
得
な
い
理
由
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
介
護
費
用
の
９
割
を
給
付
し
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費　
　

億
９

１５

千　

万
円
（
う
ち
国
３
億
９
千　

万
円
、

７８０

９４５

道
１
億
９
千　

万
５
千
円
）

９７２

要
介
護
被
保
険
者
が
、
介
護
老
人
福
祉
施

設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
や
介
護
老
人

保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
入
所

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
介
護
費
用
の

９
割
を
給
付
し
ま
す
。

特
例
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費　
　
１００

万
円
（
う
ち
国　

万
円
、
道　

万
５
千
円
）

２５

１２

要
介
護
被
保
険
者
が
、
要
介
護
認
定
の
申

請
前
に
、
や
む
を
得
な
い
理
由
な
ど
で
介
護

老
人
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
介
護
費
用
の
９
割
を
給
付
し
ま
す
。
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第１章　やさしさと共生するまち

居
宅
介
護
・
支
援
福
祉
用
具
の
購
入　

　

万
円
（
う
ち
国　

万
５
千
円
、
道　

万

４５８

１１４

５７

３
千
円
）

要
介
護
・
要
支
援
被
保
険
者
が
購
入
し
た

腰
掛
け
便
座
や
入
浴
補
助
用
具
な
ど
、
一
部

の
福
祉
用
具
の
購
入
費
の
９
割
（　

万
円
を

１０

限
度
と
す
る
）
を
支
給
し
ま
す
。

居
宅
介
護
・
支
援
住
宅
の
改
修　

１
千

　

万
６
千
円
（
う
ち
国　

万
４
千
円
、
道

３１７

３２９

　

万
７
千
円
）

１６４
要
介
護
・
要
支
援
被
保
険
者
の
自
宅
の
手

す
り
取
り
付
け
や
段
差
解
消
な
ど
、
小
規
模

な
住
宅
改
修
に
か
か
る
費
用
の
９
割
（　

万
２０

円
を
限
度
と
す
る
）
を
支
給
し
ま
す
。

居
宅
介
護
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付

費　

６
千　

万
６
千
円
（
う
ち
国
１
千

１９５

　

万
９
千
円
、
道　

万
５
千
円
）

５４８

７７４

要
介
護
・
要
支
援
被
保
険
者
が
、
指
定
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
て
も
ら

う
費
用
の
全
額
を
給
付
し
ま
す
。

特
例
居
宅
介
護
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
計
画

給
付
費　
　

万
円
（
う
ち
国　

万
円
、

１２０

３０

道　

万
円
）

１５要
介
護
・
要
支
援
被
保
険
者
が
、
指
定
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
以
外
の
支
援
事
業
者
に

依
頼
し
て
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成

し
て
も
ら
う
費
用
の
全
額
を
給
付
し
ま
す
。

高
額
介
護
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
費　

２
千

　

万
２
千
円
（
う
ち
国　

万
８
千
円
、
道

２３５

５５８

　

万
４
千
円
）

２７９
要
介
護
・
要
支
援
被
保
険
者
の
利
用
者
負

担
額
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
一
定
額
を
超
え

た
分
を
所
得
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

療
養
給
付　
　

億
９
千　

万
２
千
円

２４

７７４

（
う
ち
国
７
億
４
千　

万
７
千
円
、
道
２

７４７

千
万
円
）

健
康
で
暮
ら
す
た
め
に

【
国
民
健
康
保
険
事
業
の
推
進
】

国
保
加
入
者
の
入
院
や
通
院
な
ど
に
か
か

っ
た
医
療
費
の
う
ち
、
本
人
負
担
分
を
除
い

た
医
療
費
を
各
医
療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
。

療
養
費
の
支
給　

２
千　

万
４
千
円

１９５

（
う
ち
国　
　

万
６
千
円
）

７１５

国
保
加
入
者
が
、
被
保
険
者
証
を
提
出
せ

ず
診
療
を
受
け
た
場
合
な
ど
の
医
療
費
（
本

人
が
一
時
全
額
負
担
）
の
う
ち
、
本
人
負
担

分
を
除
い
た
医
療
費
を
被
保
険
者
に
支
払
い

ま
す
。

診
療
報
酬
明
細
書
の
審
査　
　

万
４
千

６０５

円
国
民
健
康
保
険
で
診
療
を
受
け
た
医
療
費

に
つ
い
て
医
療
機
関
か
ら
請
求
を
受
け
た
レ
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セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
の
内
容
に
誤

り
が
な
い
か
な
ど
を
審
査
し
ま
す
。

し
、
保
健
指
導
に
活
用
し
た
り
、
市
民
の
健

康
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

高
額
医
療
費
共
同
事
業
医
療
費
の
拠
出

金　

４
千　

万
４
千
円

４２６

高
額
療
養
費
の
支
給　

３
億
５
千　

万
２８

１
千
円
（
う
ち
国
１
億
４
千　

万
９
千
円
）

２６２

国
保
加
入
者
の
医
療
費
が
高
額
に
な
り
、

一
部
負
担
金
の
限
度
額
（
所
得
に
よ
り
異
な

る
）
を
超
え
る
場
合
に
支
給
し
ま
す
。

医
療
費
通
知　
　

万
円
４
千
円
（
う
ち

４９２

国　

万
円
）

２００国
保
加
入
者
が
診
療
を
受
け
た
受
診
年
月

日
や
医
療
機
関
名
、
医
療
費
の
総
額
な
ど
に

つ
い
て
、
年
６
回
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク
助
成
金　
　

万
円

１２５

 
脳  
梗  
塞 
や
く
も
膜
下
出
血
な
ど
の
早
期
発

の
う 
こ
う 
そ
く

見
・
早
期
治
療
の
促
進
を
図
る
た
め
、
脳
ド

ッ
ク
検
査
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

（
�
�
１
７
７
１
）

葬
祭
費
の
支
給　
　

万
円

９３０

国
保
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
支
給

し
ま
す
。

介
護
納
付
金　

１
億
６
千　

万
５
千
円

４５３

（
う
ち
国
８
千　

万
８
千
円
）

１６７

介
護
保
険
制
度
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た

め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
を
国
や
道
、

市
な
ど
が
負
担
し
ま
す
。

老
人
保
健
医
療
費
の
拠
出
金　
　

億
３

１５

千　

万
１
千
円
（
う
ち
国
８
億　

万
８
千

２０２

８３４

円
）老

人
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
除
い
た
医

療
費
の
一
部
を
、
国
や
道
、
市
な
ど
が
負
担

し
ま
す
。

高
額
医
療
費
の
支
払
い
に
備
え
て
、
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
へ
各
市
町
村
な
ど
が

負
担
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

健
康
手
帳
の
作
成　
　

万
円
６
千
円

２０

（
う
ち
国
８
万
６
千
円
、
道
８
万
６
千
円
）

　

歳
以
上
の
働
き
盛
り
の
方
や
高
齢
者
の

４０
健
康
管
理
の
促
進
と
健
康
意
識
の
向
上
を
目

的
に
、
健
康
手
帳
を
作
成
し
交
付
し
ま
す
。

健
康
教
育　
　

万
７
千
円
（
う
ち
国　

７３

２４

万
６
千
円
、
道　

万
６
千
円
）

２４

健
康
の
増
進
や
生
活
習
慣
病
な
ど
の
知
識

の
向
上
を
図
る
た
め
、　

歳
以
上
の
方
を
対

４０

象
に
し
た
医
師
や
保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る

健
康
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

機
能
訓
練　
　

万
２
千
円
（
う
ち
国　

１５７

４９

万
６
千
円
、
道　

万
６
千
円
）

４９

高
齢
者
の
自
立
促
進
を
目
的
に
、
心
身
機

能
の
維
持
・
回
復
を
図
る
た
め
、
歩
行
や
起

き
上
が
り
な
ど
の
基
本
動
作
訓
練
や
、
食
事

や
入
浴
な
ど
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
日

常
動
作
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

行
い
ま
す
。

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
経
費　

１
千

　

万
円
（
う
ち
国　

万
円
）

４６０

２８４

市
民
の
健
康
診
断
な
ど
の
デ
ー
タ
を
蓄
積

（
�
�
１
７
７
１
）
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訪
問
指
導　
　

万
３
千
円
（
う
ち
国　

１１２

３５

万
５
千
円
、
道　

万
５
千
円
）

３５

高
齢
者
や
、
健
康
診
査
で
要
注
意
と
診
断

さ
れ
た
方
に
保
健
師
な
ど
が
訪
問
し
、
保
健

指
導
や
栄
養
指
導
を
行
い
ま
す
。

健
康
診
査　

５
千　

万
９
千
円
（
う
ち

２７７

国　

万
９
千
円
、
道　

万
９
千
円
）

５８０

５８０

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
促
進
を

目
的
に
、
基
本
健
康
診
査
や
各
種
が
ん
検
診
、

歯
科
検
診
を
行
う
ほ
か
、
平
成　

年
度
は
、

１４

前
立
腺
が
ん
検
診
も
行
い
ま
す
。

実施予定回数（集団）負　担　額内　　　　　　　容対　　　　象検　診　名

１０回
個別：２，１００円
集団：２，１００円
喀たん検査：６００円

問診、身体計測、理学的検査、血圧、
検尿、心電図、血液検査、胸部レン
トゲン、かくたん検査（希望者のみ）

４０歳以上の方基本健康診査・
肺 が ん 検 診

１１回個別：２，９００円
集団：　９００円問診、バリウム検査４０歳以上の方胃 が ん 検 診

２回個別：１，１００円
集団：　５００円問診、免疫便潜血検査４０歳以上の方大 腸 が ん 検 診

８回無料問診、口腔内診査４０歳以上の方歯 周 疾 患 検 診

４回

頚　個別：１，７００円
部　集団：　６００円

問診、細胞診３０歳以上の女性の方子 宮 が ん 検 診
体　個別：８００円
部　集団：７００円

４回個別：７００円
集団：３００円問診、視診、触診３０歳以上の女性の方乳 が ん 検 診

基本健康診査を受ける際
の希望者のみ個別：１，１００円問診、血液検査５０歳以上の男性の方前立腺がん検診

※個別検診とは、室蘭、登別市内の各医療機関で個別に受診する検診（通年実施）。
※集団検診とは、しんた２１、鷲別公民館、婦人センターなどの会場で日程を定めて予約で行う検診。
※７０歳以上の方や国民健康保険加入者、住民税非課税世帯の方などは無料です。

｛
｛
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感
染
症
に
よ
る
病
気
の
発
生
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
各
種
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

予
防
接
種　

４
千　

万
６
千
円

４５４

結
核
検
診　
　

万
７
千
円

１９

結
核
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
と
、
感
染

の
予
防
を
図
り
ま
す
。

▼
対
象　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方

１９

３９

▼
実
施
回
数　

２
回

▼
内
容　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

健
康
相
談　
　

万
３
千
円
（
う
ち
国
５

１７

万
７
千
円
、
道
５
万
７
千
円
）

生
活
習
慣
病
や
介
護
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
や
指
導
を
行
い
、
健
康
の
保
持
・
増
進
を

図
り
ま
す
。

内　　　　　　　　　　容対　　　　象予防接種の種類

個別予防接種：各自が病院などで行う予防接種

１回接種（麻しん接種後）
※中学３年生については、以前に風しんの予防接種を受
けたことがある場合は接種を行わない。

１歳から７歳６カ月と中学３
年生風しん

１回接種１歳から７歳６カ月まで麻しん（はしか）

１期初回～それぞれ３～８週間の間隔で３回接種
１期追加～１期初回接種３回終了後１２カ月から１８カ月の
間隔で１回接種

３カ月から７歳６カ月まで
３種混合（百日せき
・ジフテリア ･破傷
風）

３種混合の接種をする前に百日せきにかかった乳幼児は
各医療機関で接種小学６年生は２期として１回行う。

３カ月から７歳６カ月と小学
６年生

２種混合（ジフテリ
ア・破傷風）

実施期間：１１月１日～１２月末日（医療機関が実施する期
間）一部自己負担がかかります。

６５歳以上（６０歳以上６５歳未満
で内部障害手帳１級の一部の
方）

インフルエンザ（高
齢者対象）

集団予防接種：公共施設や各小中学校などで行う予防接種

※左記以外にも小学１年生、中学１年生でツベルクリン
反応検査を行い、陰性の場合は接種します。

３カ月から４歳未満（ツベル
クリン反応検査が陰性の方）ＢＣＧ

２回投与で、１回投与後６週間過ぎて２回目を投与する。３カ月以上７歳６カ月までポリオ（小児まひ）

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
対
策　
　

万
４
千

４１

円
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
感
染
予
防
の
周
知
や

血
清
検
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

▼
血
清
検
査
対
象　

小
学
３
年
生
以
上
の
方

▼
実
施
回
数　

１
回

▼
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

（
し
ん
た　

内
�
�
０
１
０
０
）

２１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成　

　

万
円

４２０　

歳
以
上
の
国
保
加
入
者
を
対
象
に
、
イ

６５
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
自
己
負
担
分
を

助
成
し
ま
す
（
一
人
に
つ
き
１
千　

円
、
１

５０

回
限
り
）
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

（
�
�
１
７
７
１
）

健
康
ま
つ
り　
　

万
１
千
円

７５

健
康
づ
く
り
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
、

健
康
相
談
や
健
康
ウ
オ
ー
ク
な
ど
を
行
い
ま

す
。

▼
開
催
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
『
し
ん

た　

』
（
片
倉
町
６
丁
目
９－

１
）

２１

▲健康ウォーク
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短
期
人
間
ド
ッ
ク
助
成
金　
　

万
８
千

６２１

円
国
保
加
入
者
が
受
診
し
た
短
期
人
間
ド
ッ

ク
の
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

現
在
、
入
院
や
通
院
を
し
て
い

な
い
満　

歳
以
上
の
国
保
に
加
入
し
て
い

２０

る
方

▼
自
己
負
担
額　

３
千
円
（　

歳
以
上
は
２

７０

千　

円
）

５００

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

（
�
�
１
７
７
１
）

健
康
増
進　
　

万
円

３８１

健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
る
た
め
、
し
ん

た　

を
会
場
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
（
毎
週

２１
火
曜
日
）
と
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
（
毎
週
金

曜
日
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

（
し
ん
た　

内
�
�
０
１
０
０
）

２１

健
康
講
演
会
の
開
催　
　

万
円

２５

と
き
め
き
大
学
や
婦
人
短
期
大
学
な
ど
を

対
象
に
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

（
�
�
１
１
２
９
）

健
康
づ
く
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布　
　
２７０

万
１
千
円

エ
イ
ズ
予
防
や
健
康
増
進
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
国
保
加
入
者
へ
送
付
す
る
ほ
か
、

国
保
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

各
種
が
ん
検
診
料
助
成
金　
　

万
８
千

４５１

円
し
ん
た　

で
行
わ
れ
る
胃
が
ん
検
診
な
ど

２１

を
受
診
し
た
国
保
加
入
者
の
費
用
を
全
額
助

成
し
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
購
入　
　

万
６

３５７

千
円し

ん
た　

内
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
が
老

２１

朽
化
し
た
た
め
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
６
台
、
エ

ア
ロ
ク
ラ
イ
ム
２
台
を
更
新
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

（
し
ん
た　

内
�
�
０
１
０
０
）

２１

▲

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
（
し
ん
た　

）
の

２１

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
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▼
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

（
し
ん
た　

内
�
�
０
１
０
０
）

２１

母
と
子
の
健
康
の
た
め
に　
　

万
９
千

９６７

円
（
う
ち
国　

万
８
千
円
、
道　

万
８
千

３９

３９

円
）

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給　

１
千　

万
６５０

円
国
保
加
入
者
が
出
産
し
た
と
き
に
支
給
し

ま
す
。

▼
対
象　

国
保
加
入
者
で
妊
娠
４
カ
月
を
過

ぎ
て
出
産
し
た
方

▼
支
給
額　
　

万
円

３０

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

（
�
�
１
７
７
１
）

母
と
子
の
健
康
の
た
め
に

費用実施対象内容名称

８００円年 ４ 回１歳６カ月児健康診査を
受けた幼児が対象・フッ素塗布幼 児 歯 科 保 健

毎月１回３カ月・４カ月の乳児と
その保護者

問診、身体計測、栄養
相談、育児相談

３ ～ ４ カ 月 児
健 康 診 査

毎月１回１歳６カ月児とその保護
者

問診、身体計測、内科
健診、歯科検診、栄養
相談、育児相談、フッ
素塗布の予約

１ 歳 ６ カ 月 児
健 康 診 査

毎月１回７～８カ月の乳児とその
保護者

問診、身体計測、離乳
食の説明、育児相談、
栄養相談、遊びの紹介

７～８カ月児相談

医療機関
などで各
自が受診

・一般健診：妊婦の方全
員
・ＨＢｓ抗原検査：妊婦の
方全員
・超音波検査：３５歳以上
の妊婦
・ＨＢｓ抗原検査陽性者指
導：ＨＢｓ抗原検査で陽
性と判定された方

一般健診、超音波検査
ＨＢｓ抗原検査（Ｂ型肝
炎）、ＨＢｓ抗原検査陽
性者指導

妊 婦 健 康 診 査

毎月１回３歳児とその保護者

問診、身体測定、内科
健診、歯科検診、育児
相談、栄養相談、遊び
の紹介、視聴覚検査

３歳児健康診査

随 時妊産婦や乳幼児のいる家
庭の希望者など

保健婦が家庭を訪問し
妊産婦や乳幼児の保護
者に育児などのアドバ
イスを行う

赤ちゃん訪問など

年 ３ 回妊婦か夫婦
・マタニティ編：もく
浴やおむつ交換、妊婦
疑似体験健やか親子教室

年 ３ 回乳児とその両親・赤ちゃん編：親子遊
びの紹介や交流会

小
学
校
へ
入
学
予
定
の
児
童
を
対
象
に
、

胸
部
や
皮
膚
疾
患
、
視
力
、
聴
力
、
耳
鼻
咽

喉
科
、
歯
な
ど
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

平
成　

年
度
は
、
新
入
学
児
童　

人
を
対

１４

４４７

象
に
９
会
場
で
健
康
診
断
を
行
う
予
定
で
す
。

開
催
時
期
は　

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１１

新
入
学
児
童
の
健
康
診
断　
　

万
６
千

２４

円 子
ど
も
た
ち
の
健
康
の
た
め

に小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
内
科
健
診
や
歯

科
検
診
、
尿
検
査
を
行
う
ほ
か
、
小
学
１
年

生
と
中
学
１
年
生
を
対
象
に
眼
科
・
耳
鼻
咽

喉
科
・
結
核
・
心
臓
健
診
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
１
年
生
か
ら
を
対
象
に
回
虫

卵
・
ぎ
ょ
う
虫
卵
検
査
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

（
�
�
１
１
６
２
）

児
童
生
徒
の
健
康
診
断　

２
千　

万
７

１５０

千
円
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身
体
障
害
者
施
設
へ
の
入
所
費　

１
億

１
千　

万
円
（
う
ち
国
５
千　

万
７
千
円
、

９９９

６５４

道　

万
５
千
円
）

３６０身
体
障
害
者
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
の

入
所
費
用
を
負
担
し
ま
す
（
入
所
者
本
人
と

扶
養
義
務
者
は
、
所
得
に
応
じ
た
費
用
を
負

担
）
。

休
日
や
夜
間
の
救
急
医
療
体
制
を
確
保
す

る
た
め
、
医
師
会
や
歯
科
医
師
会
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
保
健
医
療
の
円
滑
化
を
図
り
ま

す
。

・
地
域
医
療
対
策
等
経
費
…　

万
６
千
円

３５８

・
救
急
医
療
対
策
事
業
負
担
金
…　

万
円

４２６

・
室
蘭
・
登
別
保
健
セ
ン
タ
ー
起
債
償
還
費

負
担
金
…　

万
１
千
円

７６２

地
域
医
療
の
推
進　

１
千　

万
７
千
円

５４６

地
域
医
療
体
制
の
整
備

献
血
推
進
協
議
会
運
営
事
業
補
助
金　

３
万
円

障
害
を
も
つ
方
の
た
め
に

（
助
成
金
・
給
付
関
係
）

身
体
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
金　

　

万
２
千
円

４９
身
体
に
障
害
を
も
つ
方
が
補
装
具
と
し
て

市
か
ら
車
い
す
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
、

日
常
生
活
に
使
用
す
る
自
動
車
の
燃
料
費
の

う
ち
、
税
額
相
当
分
を
助
成
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費

助
成
金　
　

万
円

２１

身
体
に
４
級
以
上
の
障
害
を
も
つ
方
が
、

自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
と

き
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
自
動
車
改
造
費
助
成
金　

　

万
円

２０
肢
体
に
２
級
以
上
の
障
害
を
も
つ
方
が
、

就
労
な
ど
の
た
め
、
自
ら
所
有
し
運
転
す
る

自
動
車
を
改
造
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

社
会
福
祉
施
設
入
所
者
（
児
）
面
会
旅

費
助
成
金　
　

万
円

２０

道
内
の
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
の

家
族
に
、
面
会
に
要
す
る
交
通
費
を
年
２
回

ま
で
助
成
し
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
在
宅
世
帯
等
水
道
使

用
料
金
助
成
金　
　

万
円
２
千
円

６４５

心
身
に
重
度
の
障
害
を
も
つ
方
や
寝
た
き

り
状
態
の
高
齢
者
を
介
護
す
る
世
帯
に
、
水

道
使
用
料
金
の
う
ち
基
本
料
金
相
当
額
を
助

成
し
ま
す
。

重
度
身
体
障
害
者
（
児
）
日
常
生
活
用

具
給
付
費　
　

万
２
千
円
（
う
ち
国　

３３７

１０

万
円
、
道　

万
５
千
円
）

１５８

在
宅
で
重
度
の
障
害
を
も
つ
方
が
、
日
常

生
活
を
容
易
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
、
日
常
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身
体
に
２
級
以
上
の
障
害
（
下
肢
や
視
覚

な
ど
）
を
も
ち
、
バ
ス
な
ど
の
交
通
機
関
の

利
用
が
困
難
な
方
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

場
合
、
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

重
度
障
害
者
（
児
）
福
祉
タ
ク
シ
ー
関

係
経
費　
　

万
７
千
円

４３６

重
度
心
身
障
害
児
介
護
手
当
給
付
費　

　

万
円

７２０
心
身
に
重
度
の
障
害
を
も
つ　

歳
未
満
の

２０

方
を
介
護
し
て
い
る
保
護
者
に
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
給
付
費　
　

万
１
千
円
（
う
ち
国　

２１

１０

万
５
千
円
、
道
５
万
２
千
円
）

生
活
用
具
（
特
殊
寝
台
な
ど
）
を
給
付
し
ま

す
。知

的
障
害
者
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
の

入
所
費
用
を
負
担
し
て
い
ま
す
（
入
所
者
本

人
と
扶
養
義
務
者
は
、
所
得
に
応
じ
た
費
用

を
負
担
）
。

知
的
障
害
者
施
設
へ
の
入
所
費　

３
億

１
千　

万
７
千
円
（
う
ち
国
１
億
４
千

２７８

　

万
６
千
円
）

１３２
身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

が
、
身
体
の
機
能
を
補
う
た
め
に
用
い
る
補

装
具
の
交
付
や
修
理
を
行
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
（
児
）
補
装
具
給
付
費　

２
千　

万
円
（
う
ち
国
１
千　

万
９
千
円
）

２０２

１００

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
支
給　

２
千

　

万
４
千
円
（
う
ち
国
２
千　

万
３
千
円
）

７６０

６１

・
特
別
障
害
者
手
当
…
在
宅
の　

歳
以
上
の

２０

方
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

・
障
害
児
福
祉
手
当
…
在
宅
の　

歳
未
満
の

２０

方
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
方
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
経
費　

２
億
５
千　

万
１
千
円
（
う
ち
道
１
億

８５３

　

万
７
千
円
）

２５７
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
・
２
級
、
３
級

【
内
部
障
害
】
）
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
や

重
度
の
知
的
障
害
と
診
断
さ
れ
た
方
の
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

（
�
�
１
７
７
１
）

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る　
１８

歳
以
上
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
病

気
な
ど
の
た
め
一
時
的
に
在
宅
で
の
介
護
が

で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
北
海
道
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
お
世
話
し
ま
す
。

心
身
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
経
費　

２

千　

万
３
千
円
（
う
ち
国
１
千　

万
３
千

２０１

９７

円
、
道　

万
６
千
円
）

５４８

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る　
１８

歳
以
上
の
方
の
自
立
促
進
や
生
活
の
改
善
、

身
体
の
機
能
の
維
持
向
上
を
目
的
に
、
し
ん

た　

で
入
浴
や
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
ほ
か
、

２１
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど
を
対
象
に
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

心
身
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

１
千　

万
２
千
円
（
う
ち
国　

万
５
千

２４１

６２０

円
、
道　

万
２
千
円
）

３１０

心
身
に
障
害
を
も
ち
、
日
常
生
活
に
支
障

の
あ
る
方
な
ど
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣
し
、
身
体
介
護
や
家
事
援
助
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
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登
別
視
力
障
害
者
協
会
補
助
金　

５
万

円

精
神
障
害
者
居
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス　

　

万
円

４２８
精
神
障
害
を
も
つ
方
が
地
域
で
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が

訪
問
し
家
事
の
援
助
や
生
活
の
仕
方
の
相
談

に
応
じ
る
な
ど
生
活
を
支
援
す
る
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
事
業
や
、
介
護
し
て
い
る
家
族
が
不
在

の
と
き
な
ど
に
短
期
間
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
場
所
を
確
保
・
提
供
す
る
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

障
害
を
も
つ
方
の
た
め
に

（
補
助
金
）

登
別
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
補
助
金　

　

万
５
千
円

２２登
別
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
補
助
金　

　

万
円

４６心
身
障
害
者
地
域
共
同
作
業
所
運
営
補

助
金　
　

万
円
（
う
ち
道　

万
円
）

５５２

２７６

登
別
市
肢
体
不
自
由
児
（
者
）
父
母
の

会
補
助
金　
　

万
円

２７

登
別
市
こ
と
ば
を
育
て
る
親
の
会
補
助

金　

５
万
円

回
復
者
ク
ラ
ブ
運
営
補
助
金　
　

万
円

２０

（
う
ち
道　

万
円
）

１０

精
神
障
害
者
共
同
住
居
運
営
費
補
助
金

　

万
８
千
円
（
う
ち
道　

万
４
千
円
）

２１４

１０７

精
神
障
害
者
通
所
授
産
施
設
運
営
費
補

助
金　
　

万
５
千
円

１０９
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療
育
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
園
の
運
営
管
理

に
要
す
る
経
費　

２
千　

万
円
（
う
ち

５８

道　

万
９
千
円
、
人
件
費
１
千　

万
４
千

１６７

８８４

円
）

す
ず
か
け
作
業
所
（
小
規
模
通
所
授
産

施
設
）
の
運
営
に
要
す
る
経
費　
　

万
５６３

円
（
う
ち
道　

万
３
千
円
、
人
件
費　

万

３４２

４９９

２
千
円
）

『
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
』
は
、
共
働
き
や

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
た
め
、
昼
間
、
保

護
者
の
い
な
い
児
童
が
放
課
後
や
夏
・
冬
・

春
休
み
中
、
安
全
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場

所
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
富
岸
児
童
ク
ラ
ブ
…
富
岸
町
２
丁
目　

－２３

　

（
富
岸
青
少
年
会
館
内
�
◯８７
 

０
０
３
４

１５平
成　

年
度
末
の
登
録
児
童
数
は　

人
。

１３

２０

・
常
盤
児
童
館
内
児
童
ク
ラ
ブ
…
常
盤
２
丁

目　

－

１
（
常
盤
児
童
館
内
�
◯８５
 

１
８
４

３４
０
）
。
平
成　

年
度
末
の
登
録
児
童
数
は

１３

　

人
。

１１
▼
開
館
時
間　

授
業
の
あ
る
日
…
放
課
後
か

ら　

時
ま
で
、
授
業
の
な
い
日
…
９
時
か

１８
ら　

時
ま
で

１８

▼
休
館
日　

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

▼
利
用
料　

月
額
６
千
円
（
母
子
・
父
子
家

庭
で
一
定
の
所
得
以
下
の
場
合
は
３
千
円
）

障
害
を
も
つ
方
の
た
め
に

（
施
設
関
連
）

母
子
家
庭
な
ど
へ
の
医
療
費
の
助
成　

３
千　

万
６
千
円
（
う
ち
道
１
千　

万

８６８

７９１

９
千
円
）

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
母
子
家
庭
で
、

満　

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
の

２０
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

・
母
親
〜
入
院
・
指
定
訪
問
看
護

・
児
童
〜
入
院
・
通
院
・
指
定
訪
問
看
護

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

（
�
�
１
７
７
１
）

自
立
し
た
暮
ら
し
へ
の
支
援

生
活
保
護
扶
助
費　
　

億
６
千　

万
９

１８

５４９

千
円
（
う
ち
国　

億
９
千　

万
３
千
円
、

１３

８３７

道
１
億
３
千　

万
９
千
円
）

５５８

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

（
�
�
２
０
０
８
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営　
　

万
４

４７７

千
円
（
う
ち
人
件
費　

万
１
千
円
）

４１４

地
域
で
担
う
子
育
て
支
援

）。



��２００２　まちづくりカタログ

まちづくりカタログ

第１章　やさしさと共生するまち

こ
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業　
　

万
１９

円
（
う
ち
道　

万
６
千
円
）

１２

病
気
な
ど
に
よ
り
児
童
の
養
育
が
一
時
的

に
困
難
に
な
っ
た
家
庭
の
児
童
を
７
日
間
ま

で
児
童
養
護
施
設
で
養
育
し
ま
す
。
（
利
用

者
は
、
所
得
に
応
じ
た
費
用
を
負
担
）

・
児
童
養
護
施
設
『
わ
か
す
ぎ
学
園
』
…
室

蘭
市
母
恋
南
町
５
丁
目
５－

　
３９

▼
問
い
合
わ
せ　

児
童
家
庭
課

（
�
�
５
６
３
４
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営　

１
千

　

万
４
千
円
（
う
ち
道　

万
円
、
人
件
費

１７０

３８

１
千　

万
５
千
円
）

１２３
子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
業
務
や
指
導
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
支
援
活
動
を
行
う
ほ
か
、

親
子
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
体
験
し
、
遊
び
を
通

し
て
親
同
士
の
交
流
を
深
め
る
『
あ
そ
び
の

広
場
』
な
ど
を
開
催
し
、
子
育
て
を
支
援
し

ま
す
。

平
成　

年
度
末
ま
で
の
利
用
者
数
は
、
親

１３

子
が
自
由
に
遊
ぶ
『
セ
ン
タ
ー
開
放
日
』
が

１
千　

人
、
身
近
な
遊
び
や
絵
本
を
紹
介
す

７７４

る
『
あ
そ
び
の
紹
介
』
が　

人
、
電
話
な
ど

３２９

に
よ
る
育
児
相
談
が　

件
あ
り
ま
し
た
。

３９

乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成　

７
千　

万
７７３

４
千
円
（
う
ち
道
３
千　

万
９
千
円
）

５７７

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
６
歳
未
満
の

子
ど
も
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

・
０
歳
か
ら
３
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月

の
月
末
ま
で
の
入
通
院
。

・
３
歳
か
ら
６
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月

の
月
末
ま
で
の
入
院
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

（
�
�
１
７
７
１
）

日
胆
は
ま
な
す
里
親
会
補
助
金　

３
万
円

病
院
や
事
業
所
内
で
保
育
を
実
施
し
て
い

る
団
体
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

病
院
内
等
保
育
事
業
補
助
金　
　

万
５

１１２

千
円小

学
校
入
学
前
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
し
ま
す
。

児
童
手
当
の
支
給　

１
億
４
千　

万
２

９８４

千
円
（
う
ち
国
１
億
１
千　

万
１
千
円
、

３２５

道
１
千　

万
４
千
円
）

８２９

交
通
事
故
な
ど
の
災
害
で
父
母
ま
た
は
そ

の
い
ず
れ
か
が
死
亡
も
し
く
は
重
度
の
障
害

の
状
態
と
な
っ
た
と
き
、
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
保
護
者
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

災
害
遺
児
手
当
の
支
給　
　

万
円

２４

保
育
所
入
所
児
童
が
、
ミ
ニ
運
動
会
や
遠

足
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
高
齢
者
や
の
ぞ

み
園
通
所
児
と
交
流
を
深
め
ま
す
。

児
童
と
高
齢
者
と
の
交
流
事
業　
　

万
１４０

２
千
円
（
う
ち
道　

万
円
）

７６
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『
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
を
会
場
に
、

親
子
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
体
験
し
、
遊
び
を
通

し
て
親
同
士
の
交
流
を
深
め
る
『
あ
そ
び
の

広
場
』
。
平
成　

年
度
は
４
回
開
催
し
、　

１３

８９

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
４
回
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

１
歳
児
グ
ル
ー
プ
…
１
歳
６
カ
月

〜
２
歳
５
カ
月
、
２
歳
児
グ
ル
ー
プ
…
２

歳
６
カ
月
〜
３
歳
６
カ
月
（
初
参
加
の
方

の
み
）

▼
内
容　

親
と
子
の
遊
び
、
集
団
遊
び
、
手

遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

児
童
家
庭
課
（
�
�
５
６

３
４
）
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
�
�
３
７
１
５
）

あ
そ
び
の
広
場
の
開
催　
　

万
円
（
う

４５

ち
道　

万
円
）

２４

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運

営　

１
千　

万
円
（
う
ち
国　

万
４
千

５０

５１２

円
、
道　

万
円
）

２５０

男
性
と
女
性
の
い
ず
れ
も
が
仕
事
と
子
育

て
を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
的
に
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
援

助
を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会
員
）
と
援
助
を

し
た
い
人
（
提
供
会
員
）
の
双
方
が
会
員
と

な
り
、
依
頼
会
員
が
残
業
や
急
用
な
ど
の
と

き
、
提
供
会
員
が
子
ど
も
を
保
育
所
な
ど
へ

送
迎
し
た
り
、
提
供
会
員
の
自
宅
で
預
か
っ

た
り
す
る
新
し
い
形
の
子
育
て
支
援
で
す
。

報
酬
は
、
援
助
終
了
後
に
依
頼
会
員
が
提

供
会
員
へ
１
時
間
に
つ
き　

円
（
土
・
日
曜

５００

日
、
祝
日
、
病
児
は　

円
）
を
支
払
い
ま
す
。

６００

平
成　

年
度
末
の
依
頼
会
員
数
は　

人
、

１３

３０５

提
供
会
員
数
は　

人
、
両
方
会
員
は　

人
の

１１３

７６

計　

人
。
預
か
っ
た
人
数
は
延
べ
１
千　

人
。

４９４

２５３

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
し
ん
た　

内
�
�
０
０
３
３
）

２１

保
育
所
の
管
理
運
営
に
要
す
る
経
費　

４
億
７
千　

万
円
（
う
ち
国
１
千　

万

５１８

１０６

３
千
円
、
道　

万
３
千
円
、
人
件
費
４
億

７８５

　

万
５
千
円
）

８３９
共
働
き
や
母
子
・
父
子
家
庭
、
病
人
の
介

護
、
災
害
な
ど
の
た
め
、
保
育
に
欠
け
る
児

童
を
預
か
り
、
集
団
保
育
し
ま
す
。
４
月
１

日
現
在
の
入
所
児
童
数
は　

人
。

４３９
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富
士
保
育
所
整
備
事
業　

１
千　

万
円

８３

富
士
保
育
所
の
管
理
人
室
を
保
育
室
に
改

造
・
整
備
し
ま
す
。

保
育
所
学
校
給
食
指
導
事
業　
　

万
４

３６

千
円退

所
前
の
５
歳
児
を
対
象
に
学
校
給
食
の

指
導
を
行
い
ま
す
。

延
長
保
育
の
実
施　
　

万
４
千
円

１５４

共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
鷲
別
保
育
所
や
富
士
保
育
所
、
栄
町
保

育
所
、
幌
別
東
保
育
所
で
は　

時
か
ら
１
時

１８

間
の
延
長
保
育
を
行
い
ま
す
。

保
育
所
広
域
入
所　
　

万
円

７１４

保
護
者
の
就
労
状
況
な
ど
に
応
じ
て
、
市

内
の
保
育
所
だ
け
で
は
な
く
、
室
蘭
市
や
伊

達
市
、
白
老
町
の
保
育
所
に
児
童
を
入
所
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成　

年
度
は
室
蘭
市
の
保
育
所
に　

人
、

１３

１５

白
老
町
に
４
人
の
児
童
が
入
所
し
ま
し
た
。

登
別
保
育
所
建
替
事
業　
　

万
円

９０１

登
別
保
育
所
を
建
て
替
え
す
る
た
め
、
基

本
設
計
の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

障
害
を
も
つ
児
童
な
ど
の
保
育　
　

万
４５

２
千
円

心
身
に
障
害
を
も
つ
児
童
や
発
達
に
心
配

の
あ
る
児
童
の
保
育
を
市
内
の
全
保
育
所
で

行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

児
童
家
庭
課

（
�
�
５
６
３
４
）

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理

に
要
す
る
経
費　

４
千　

万
１
千
円

８７３

（
う
ち
人
件
費
３
千　

万
３
千
円
）

９７８

児
童
が
、
遊
具
や
図
書
、
製
作
用
具
な
ど

を
使
い
、
ゲ
ー
ム
や
運
動
を
し
た
り
、
工
作

や
絵
を
描
い
た
り
し
て
、
地
域
の
児
童
の
連

帯
感
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。
平
成　

年
度
の
利

１３

用
者
数
は
延
べ
６
万
４
千　

人
。

２９４

児
童
館
合
同
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
の
開
催

　

万
円

１０
児
童
の
地
域
間
交
流
や
連
帯
感
を
は
ぐ
く

む
た
め
、
児
童
館
や
児
童
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
て
い
る
児
童
た
ち
に
よ
る
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進　

　

万
円
８
千
円

２７３
女
性
と
男
性
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
し

な
が
ら
、
共
に
支
え
合
う
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

・
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進
…
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
策
定
や
男
女
共

同
参
画
講
演
会
（
年
２
回
開
催
予
定
）
、

学
習
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
情
報
誌
の
発

行
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
市
民
団

体
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

・
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
運
営
補
助
金
…
夫
や
恋

人
な
ど
か
ら
の
暴
力
か
ら
逃
れ
る
女
性
の

心
身
の
安
全
確
保
や
自
立
の
た
め
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
『
ネ
ッ

ト
・
マ
サ
カ
ー
ネ
い
ぶ
り
』
の
運
営
を
支

援
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課（

�
�
１
１
２
２
）
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三
市
女
性
国
内
派
遣
研
修
負
担
金　
　
３８

万
円地

域
で
活
動
し
て
い
る
女
性
団
体
の
リ
ー

ダ
ー
な
ど
を
先
進
地
に
派
遣
し
、
各
地
に
お

け
る
女
性
の
社
会
参
加
や
女
性
団
体
活
動
、

学
習
活
動
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
す
。
平

成　

年
度
ま
で
の
派
遣
人
数
は　

人
（
参
加

１３

７５

者
は
参
加
経
費
の
一
部
を
負
担
）
。

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

（
�
�
１
１
２
９
）

第　

回
胆
振
管
内
婦
人
大
会
助
成
金

５０

　

万
円

４０
検
診
機
会
の
少
な
い
年
代
の
女
性
を
対
象

に
健
康
診
査
を
行
い
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
健
康
づ
く
り
の
意
識
促
進
を
図
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

（
し
ん
た　

内
�
�
０
１
０
０
）

２１

婦
人
活
動
振
興
助
成
金　
　

万
円

８１

市
内
の
婦
人
会
７
団
体
で
構
成
さ
れ
、
研

修
会
や
婦
人
大
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
る
『
登
別
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
』
の

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
助
成
金
を
交
付
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

（
�
�
１
１
２
９
）

女
性
の
健
康
づ
く
り　
　

万
２
千
円

６４

料　　金内　　　　　容対　　象

２，０００円問診、血圧測定、身体計測、尿検
査、血液検査、骨粗しょう症検査

１８歳以上３９
歳以下の方

５００円骨粗しょう症検査３０歳以上６９
歳以下の方

▲

男
女
共
同
参
画
講
演
会

▲

登
別
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
の

『
か
あ
ち
ゃ
ん
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
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自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ま
ち

環
境
保
全
・
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
・
ご
み
と
リ
サ
イ

ク
ル
・
下
水
道
・
火
葬
場

・
霊
園
・
防
災
・
消
防
・

救
急
・
防
犯
・
交
通
安
全

・
消
費
生
活



●
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
て

●
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
拠
点
の
形
成

●
生
活
環
境
の
保
全

●
美
し
い
自
然
を
守
り
、
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

●
下
水
道
事
業
の
推
進

●
火
葬
場
・
霊
園
の
整
備

●
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

●
消
防
・
救
急
体
制
の
整
備

●
犯
罪
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て

●
交
通
安
全
対
策

●
安
全
な
消
費
生
活
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『
環
境
基
本
条
例
』
に
基
づ
き
、
市
の
具

体
的
な
施
策
を
示
す
『
環
境
基
本
計
画
』
を

策
定
す
る
ほ
か
、
温
暖
化
対
策
推
進
法
に
基

づ
く
市
の
事
務
事
業
に
関
す
る
実
行
計
画
や

環
境
配
慮
指
針
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
基
づ

く
環
境
物
品
な
ど
の
調
達
方
針
の
進
行
管
理
、

環
境
保
全
審
議
会
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

※
環
境
保
全
審
議
会
…
市
民
や
学
識
経
験
者
、

事
業
者
、
民
間
団
体
員
な
ど　

人
の
委
員

２０

で
構
成
さ
れ
、
環
境
の
保
全
な
ど
に
関
す

る
基
本
的
事
項
を
調
査
審
議
し
ま
す
。

総
合
的
な
環
境
保
全
の
推
進　
　

万
４

１１４

千
円

若
山
地
区
湿
原
の
保
全　
　

万
円

５００

湿
原
保
全
に
向
け
た
対
策
工
法
を
検
討
す

る
た
め
、
湿
原
内
の
水
位
、
水
質
や
地
下
水

の
観
測
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

（
�
�
４
１
１
５
）

市
民
農
園　
　

万
９
千
円

９７

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
な
ど
の
場
と
し
て
開
園
し
ま
す
。

▼
開
設
期
間　

４
月
下
旬
〜　

月
下
旬

１０

▼
場
所　

札
内
町

▼
区
画
数　
　

区
画
（
１
区
画
約　

平
方
㍍
）

４０

５０

▼
施
設　

水
道
施
設
、
簡
易
ト
イ
レ

▼
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課

（
�
�
２
３
２
１
）

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
て

人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
拠
点

の
形
成
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平
成　

年
４
月　

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
宿

１４

２５

泊
型
の
自
然
体
験
学
習
施
設
『
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
』
で
は
、
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
う
場
と

し
て
、
自
然
環
境
に
配
慮
・
調
和
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
活
動
が
で
き
ま
す
。

・
自
然
を
教
材
に
し
、
直
接
的
な
体
験
を
重

視
し
た
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
者
に

提
供
し
ま
す
。

・
日
常
の
調
査
業
務
か
ら
得
た
旬
の
自
然
情

報
を
発
信
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

（
�
�
２
５
６
９
）

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
の
運
営
管
理　

３
千

　

万
円
（
う
ち
人
件
費　

万
５
千
円
）

７７３

９９５

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進　

　

万
３
千
円

６７８・
市
民
緑
化
推
進
事
業
…
各
町
内
会
を
対
象

に
、
希
望
す
る
樹
木
や
多
年
草
な
ど
を
配

布
し
、
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
へ
植
栽
し

ま
す
。

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
…
公
共
施
設
へ
の
プ
ラ

ン
タ
ー
の
設
置
や
地
域
の
団
体
な
ど
の
花

植
え
活
動
を
進
め
る
た
め
、
市
民
憲
章
推

進
協
議
会
と
連
携
し
、
花
苗
の
配
布
を
行

い
ま
す
。

・
沿
道
美
化
事
業
…
道
道
弁
景
幌
別
線
な
ど

の
沿
道
花
壇
へ
、
町
内
会
や
商
店
会
な
ど

の
参
加
の
も
と
、
花
植
え
を
年
２
回
行
い

ま
す
。
（
春
：
パ
ン
ジ
ー
、
夏
：
イ
ン
パ

チ
ェ
ン
ス
）

・
市
民
記
念
植
樹
事
業
…
結
婚
や
誕
生
な
ど

の
記
念
植
樹
者
を
募
り
、
記
念
者
や
そ
の

家
族
に
よ
る
植
樹
を
秋
に
行
い
ま
す
。

・
沿
道
緑
化
推
進
事
業
…
み
ど
り
の
少
な
い

国
道
沿
い
の
空
き
地
や
鷲
別
地
区
道
道
沿

い
の
植
樹
ま
す
、
緑
化
推
進
協
議
会
や
町

内
会
が
中
心
と
な
っ
て
植
栽
を
行
い
ま
す
。

・
試
験
育
苗
事
業
…
緑
化
推
進
協
議
会
が
中

心
と
な
り
、
町
内
会
な
ど
の
協
力
の
も
と
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
種
か
ら
花
苗
を
育

て
る
試
験
育
苗
を
行
い
ま
す
。

内　　　　　　　　　　　　容事　業　名内　　　　　　　　　　　　容事　業　名

まるごとアドベンチャー（沢登や釣りなどの楽
しい体験型イベント）

子どもチャレン
ジ キ ャ ン プ

バードウオッチング入門（６月）

子ども自然教室

思いっきり川遊び（７月）

冬まつり
サケウオッチング（１０月）

本物のトレジャーハント（１１月）

鉱山地区のフィールドで動・植物などの調査を
行う研究者や自然愛好団体・サークルを支援す
るとともに、研究や活動の成果を講演・講習会
や教室などを開いて、市民のみなさんに還元し
ます。

自然・環境に関
するセミナー

アニマルウオッチング（１月）

初夏の鉱山地区

鉱山フィールド
ワ ー ク

紅葉の鉱山地区

鉱山遺跡めぐり

環境問題に対する情報と話し合う場を提供しま
す。

環 境 問 題 を
考えるワーク
シ ョ ッ プ

冬の鉱山地区

クラフト講習会指導者ステップ
アップ講習会 標本の作り方
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ラ
ブ
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

Ｋ
in

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ａ
の
開
催　
　

万
３
千
円

５９

緑
化
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
６
月
上

旬
に
み
ど
り
豊
か
な
亀
田
記
念
公
園
で
み
ど

り
市
や
盆
栽
展
、
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
木
の

葉
な
ど
を
使
っ
た
『
森
の
工
作
室
』
な
ど
を

開
催
し
、
み
ど
り
の
環
境
づ
く
り
の
大
切
さ

や
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

（
�
�
４
１
１
５
）

・
『
み
ど
り
の
講
演
会
』
『
み
ど
り
の
教
室
』

の
開
催

・
グ
リ
ー
ン
デ
ー
タ
バ
ン
ク
…
家
庭
で
不
要

に
な
っ
た
樹
木
な
ど
の
有
効
活
用
を
図
る

た
め
、
樹
木
の
提
供
情
報
な
ど
を
『
広
報

の
ぼ
り
べ
つ
』
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

受
取
希
望
者
へ
の
仲
介
を
行
い
ま
す
。

・
み
ど
り
づ
く
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
…
庭
木
や
花

な
ど
、
家
庭
の
み
ど
り
づ
く
り
に
関
す
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
希
望
者
に
配
布

し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
啓
発　
　

万
６
千
円

１５３

び
ん
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源
ご
み
を
回

収
し
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の
再
利
用
を

図
る
ほ
か
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
や
リ
サ

イ
ク
ル
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

生
活
環
境
の
保
全

リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り　

イ
ン
登
別
・
白

‘０２

老
経
費　
　

万
円

７０

リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
を
通
し
て
、
市
民
に

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
向
上
を

促
し
、
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
に
努
め
ま

す
。

指
定
ご
み
袋
の
作
成　

４
千　

万
円

８０

費
用
負
担
の
公
平
化
や
ご
み
の
減
量
、
処

理
費
用
の
軽
減
な
ど
を
図
る
た
め
、
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
有
料
制
を
継
続
実
施

し
、
指
定
ご
み
袋
作
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▲ラブグリーンフェスティバル　ｉｎ　ＫＡＭＥＤＡで行われた
『ジャブジャブ川金魚すくい』
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ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ネ
ッ
ト
を
掛
け
る

こ
と
で
、
周
辺
の
美
観
や
衛
生
を
保
持
し
、

ご
み
収
集
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
町
内
会

に
対
し
、
ご
み
ネ
ッ
ト
購
入
費
の
一
部
助
成

を
行
う
登
別
市
衛
生
団
体
連
合
会
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
化
推
進
事

業
補
助
金　
　

万
９
千
円

１０

資
源
回
収
団
体
奨
励
金　
　

万
円

３６０

新
聞
紙
や
金
属
類
、
生
き
び
ん
な
ど
の
再

利
用
可
能
な
資
源
回
収
を
行
う
町
内
会
や
婦

人
部
な
ど
の
登
録
団
体
に
対
し
、
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店
の
委
託　

　

万
８
千
円

２２２
市
民
の
み
な
さ
ん
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

地
域
ご
と
（
市
内　

カ
所
）
に
ク
リ
ー
ン
チ

５８

ケ
ッ
ト
取
扱
店
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
資
源
課

（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
�
�
２
９
５
８
）

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
普
及
・
啓

発
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
や
分
別
排
出

の
協
力
を
町
内
会
に
呼
び
か
け
る
ク
リ
ー
ン

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
う
登
別
市
衛
生
団
体

連
合
会
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

ご
み
再
資
源
化
推
進
事
業
補
助
金　
　
５０

万
円家

庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
化
と
ご
み

の
有
効
利
用
を
目
的
に
、
生
ご
み
堆
肥
化
容

器
購
入
費
用
の
一
部
助
成
を
行
う
登
別
市
衛

生
団
体
連
合
会
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
購
入
費
補
助
金　

　

万
円

５０

登
別
市
衛
生
団
体
連
合
会
運
営
助
成
金

　

万
円

１８塵
芥
の
収
集
運
搬
に
要
す
る
経
費　

１

億
２
千　

万
円

９３６

市
内
約
１
千　

カ
所
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

４００

ン
の
ご
み
の
収
集
や
運
搬
を
行
い
ま
す
。

千
歳
最
終
処
分
場
の
整
備　

２
億
２
千

　

万
円
（
う
ち
国
３
千　

万
６
千
円
）

６７２

８５９

平
成　

年
度
で
埋
め
立
て
を
終
了
し
た
千

１１

歳
最
終
処
分
場
を
適
正
に
閉
鎖
す
る
た
め
、

実
施
設
計
や
処
分
場
周
辺
の
清
掃
、
一
部
閉

鎖
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理　

４
億
７
千　

万
９
千
円

６６１

廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
の
運
営
管

理　

５
千　

万
４
千
円

２４０
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公
害
対
策　
　

万
８
千
円

１４０

▼
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課

　

（
�
�
２
３
２
１
）

美
し
い
自
然
を
守
り
、
住
み

よ
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

交
通
騒
音
調
査
や
河
川
の
水
質
測
定
調
査
、

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
な
ど
を

行
い
ま
す
。

し
尿
処
理
施
設
の
維
持
管
理　

３
千　
４４８

万
３
千
円

し
尿
処
理
施
設
の
運
転
管
理　

３
千　
２０２

万
５
千
円

し
尿
の
収
集　

９
千　

万
３
千
円

３８４

し
尿
処
理
世
帯
は
、
約
８
千　

世
帯
。
し

２００

尿
収
集
量
は
約
１
万
９
千　

㌔
㍑
。

３２４

し
尿
処
理
施
設
の
整
備　

１
千　

万
円

５００

野
犬
掃
討
・
蓄
犬
登
録
・
カ
ラ
ス
の
巣

駆
除　
　

万
９
千
円

７１８

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
資
源
課

（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
�
�
２
９
５
８
）

有
害
鳥
獣
の
駆
除　
　

万
６
千
円

７０

伐
採
跡
地
の
森
林
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
森
林

資
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
鉱
山
地
区
の
植

登
別
市
民
有
林
造
林
推
進
へ
の
補
助　

　

万
８
千
円

２４８

登
別
市
森
林
愛
護
組
合
連
合
会
助
成
金

　

万
円

２２
森
林
資
源
の
保
護
や
巡
視
活
動
な
ど
に
よ

る
林
野
火
災
予
防
の
啓
発
や
、
治
山
施
設
の

維
持
な
ど
を
行
い
ま
す
。

森
林
の
保
護　
　

万
６
千
円

７７

来
馬
川
沿
い
の
町
内
会
や
商
店
街
振
興
組

合
、
商
工
会
議
所
青
年
部
な
ど
で
組
織
す
る

『
来
馬
川
を
愛
す
る
会
』
が
行
う
春
と
秋
の

河
川
敷
の
清
掃
や
草
刈
り
な
ど
の
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
（
�
�
３
２
３
０
）

河
川
環
境
整
備
の
特
別
対
策　
　

万
円

３８

（
う
ち
道　

万
円
）

３８

栽
の
ほ
か
、
幼
木
を
保
護
す
る
た
め
、
鉱
山

・
川
上
地
区
の
草
刈
り
を
行
い
ま
す
。
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鷲
別
町
の
整
備
を
引
き
続
き
進
め
る
ほ
か
、

新
た
に
大
和
町
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

登
別
地
区
に
向
け
た
幹
線
管
渠
の
整
備
な
ど

を
行
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
整
備　
　

億
９
千　

万

２３

２６７

６
千
円
（
う
ち
国
８
億　

万
円
・
平
成　

７００

１３

年
度
か
ら
の
繰
越
額
７
億
３
千　

万
円
）

４３０

若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
増
設　

４
億
８

千　

万
円
（
う
ち
国
２
億
６
千　

万
円
）

８２０

１００

若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
流
入
す
る
汚
水
の

増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
増
設
工
事
を
平
成

　

年
度
に
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

１３

水
洗
化
工
事
の
補
助
金
な
ど　

２
千　
４６４

万
７
千
円

・
水
洗
便
所
改
造
な
ど
の
補
助
…
１
千　

万
９８０

円

　

下
水
道
供
用
開
始
か
ら
１
年
以
内
に
自
己

資
金
で
個
人
住
宅
の
水
洗
化
工
事
を
行
う

方
（
新
築
を
除
く
）
に
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

①
水
洗
便
所
改
造
工
事
…
１
カ
所
当
た
り
２

万
３
千
円

②
排
水
設
備
設
置
工
事
…
１
件
に
つ
き
１
万

円　
③
①
と
②
の
工
事
を
行
っ
た
場
合
…
３
万
３

千
円

・
水
洗
便
所
改
造
な
ど
の
融
資
あ
っ
せ
ん
利

子
補
給
金
…　

万
７
千
円

４８４

下
水
道
事
業
の
推
進

下
水
道
管
の
清
掃
調
査
な
ど　

２
千　
２４８

万
３
千
円

下
水
道
管
内
に
つ
ま
っ
て
い
る
沈
で
ん
物

を
除
去
し
、
破
損
状
態
を
把
握
し
て
今
後
の

維
持
計
画
を
立
て
適
正
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

下
水
道
汚
泥
の
処
分　

２
千　

万
円

８４５

若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
発
生
す
る
下
水
道

汚
泥
を
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
処
分

し
ま
す
。

下
水
道
台
帳
の
作
成　
　

万
７
千
円

６４２

下
水
道
管
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
の
補
修

４
千　

万
７
千
円

３２

若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理　

１

億　

万
１
千
円

８６３
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墓
地
・
火
葬
場
の
運
営
管
理　

２
千　
９４９

万
６
千
円
（
う
ち
人
件
費
２
千　

万
４
千

１５

円
）施

設
全
体
が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
平

成　

年
・　

年
度
の
２
カ
年
で
建
て
替
え
ま

１４

１５

す
。

　

下
水
道
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
水
洗

化
工
事
を
行
う
方
の
、
借
入
金
の
利
子
分
を

市
が
負
担
し
ま
す
（
３
年
を
過
ぎ
た
方
は
半

額
負
担
）
。

▼
融
資
あ
っ
せ
ん
限
度
額

①
水
洗
便
所
改
造
工
事
…
１
カ
所
当
た
り　
３８

万
円
以
内

②
排
水
設
備
設
置
工
事
…
１
件
に
つ
き　

万
２１

円
以
内

③
①
と
②
の
工
事
を
行
っ
た
場
合
…　

万
円

５９

※
土
地
の
形
状
で
、
工
事
費
が　

万
円
を
超

５９

え
る
場
合
は
、
超
え
た
額
の
半
分
を
加
算

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課

（
�
�
９
０
５
２
）

公
共
施
設
の
水
洗
化　

１
千　

万
円

４５６

平
成　

年
度
は
、
老
人
憩
の
家
『
共
和
園
』

１４

（
栄
町
）
、
『
み
そ
の
園
』
（
美
園
町
）
、

栄
町
保
育
所
の
３
カ
所
を
水
洗
化
し
ま
す
。

火
葬
場
・
霊
園
の
整
備

火
葬
場
建
替
事
業　

２
億
９
千　

万
円

８８０

老
朽
化
し
た
霊
台
車
の
耐
火
物
を
張
り
替

え
ま
す
。

火
葬
場
の
整
備　
　

万
円

１９０

既
設
墓
地
数
の
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

３
期
に
分
け
て
新
墓
地
を
造
成
し
ま
す
。

（
仮
称
）
新
富
浦
墓
地
造
成
事
業　

５

千　

万
２
千
円

８６３墓
地
の
整
備
や
清
掃
な
ど
を
行
う
た
め
、

富
浦
墓
地
や
亀
田
霊
園
、
中
登
別
墓
地
の
区

墓
地
管
理
基
金
積
立
金　
　

万
円

７８

画
墓
地
貸
付
時
の
墓
地
管
理
清
掃
手
数
料
を

積
み
立
て
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
課（

�
�
１
８
５
５
）
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災
害
時
に
消
防
職
員
や
消
防
団
員
な
ど
の

迅
速
な
召
集
を
行
い
、
初
動
体
制
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
対
し
て
災
害
の

情
報
を
音
声
や
サ
イ
レ
ン
な
ど
で
伝
え
、
避

難
や
救
助
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
で
被
害
を

最
小
限
度
に
食
い
止
め
、
市
民
の
安
全
確
保

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
ま
す
。

『
サ
イ
レ
ン
遠
隔
吹
鳴
装
置
』
は
、
２
カ

年
計
画
で
市
内
各
地
域
の
公
共
施
設
な
ど　
３９

カ
所
の
設
置
を
予
定
し
、
平
成　

年
度
は
、

１３

消
防
各
支
署
や
幌
別
東
団
地
広
場
、
い
な
ほ

公
園
（
富
岸
町
）
な
ど　

カ
所
に
設
置
し
ま

２１

し
た
。
平
成　

年
度
は
、
幌
別
西
小
学
校
や

１４

栄
町
婦
人
研
修
の
家
な
ど　

カ
所
に
設
置
す

１８

る
予
定
で
す
。

サ
イ
レ
ン
遠
隔
吹
鳴
装
置
の
設
置　

５

千　

万
円

６８０

避
難
所
表
示
板
の
設
置　
　

万
円

９２

こ
れ
ま
で
に　

カ
所
に
標
識
を
設
置
し
て

１２０

き
ま
し
た
。
平
成　

年
度
は
新
た
に　

カ
所

１４

１０

の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

防
災
資
機
材
購
入
整
備
費
補
助
金　
　
１５０

万
円町

内
会
な
ど
に
よ
る
自
主
防
災
組
識
の
防

災
活
動
に
要
す
る
資
機
材
購
入
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

災
害
対
策　
　

１
千
万
円

災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
警
戒

出
動
す
る
ほ
か
、
災
害
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
た
場
合
に
迅
速
な
応
急
復
旧
を
実
施
し
ま

す
。
平
成　

年
度
の
注
意
報
・
警
報
発
表
に

１３

よ
る
災
害
出
動
件
数
は
７
件
（
う
ち
被
害
発

生
件
数
は
５
件
）
。

災
害
見
舞
金　
　

万
円

８５

災
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
市
民
へ
、
被

害
状
況
な
ど
に
応
じ
、
災
害
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練
の
実
施　
　

万
円

１１６

平
成　

年
度
は
、
７
月
上
旬
に
中
央
地
区

１４

で
地
震
や
大
雨
災
害
を
想
定
し
て
総
合
防
災

訓
練
を
行
い
ま
す
。

防
災
対
策　
　

万
１
千
円

１７１

災
害
に
備
え
る
た
め
、
防
災
組
織
や
非
常

時
の
配
備
体
制
な
ど
を
定
め
た
『
地
域
防
災

計
画
』
の
整
備
や
、
防
災
対
策
な
ど
に
つ
い

て
検
討
す
る
防
災
会
議
の
開
催
（
年
１
回
）
、

防
災
行
政
無
線
の
整
備
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

災
害
時
の
状
況
通
報
な
ど
を
行
う
防
災
協
力

員
を
各
町
内
会
な
ど
に
１
人
ず
つ
委
嘱
し

（　

人
）
、
防
災
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

１０７
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小
規
模
治
山
事
業
（
常
盤
町
４
丁
目
）

　

万
円
（
う
ち
道　

万
円
）

６００

４００

当
該
急
傾
斜
が
崩
壊
し
た
た
め
、
道
費
補

助
事
業
の
小
規
模
治
山
事
業
で
整
備
を
行
い
、

地
域
住
民
の
防
災
対
策
に
必
要
な
施
設
を
設

置
す
る
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課（

�
�
１
１
３
０
）

登
別
温
泉
中
央
通
り
道
路
災
害
防
除　

２
千　

万
９
千
円
（
う
ち
国
１
千　

万

６２６

２００

円
）登

別
温
泉
町
の
五
色
橋
付
近
の
が
け
崩
れ

を
防
止
す
る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
の
り

面
（
急
斜
面
）
改
良
を
行
い
ま
す
。

河
川
の
維
持
補
修　
　

万
円

６６９

市
内
を
流
れ
る
川
の
河
川
敷
の
草
刈
り
を

行
う
ほ
か
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
大
雨
に
よ

る
川
の
は
ん
ら
ん
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
サ
ト

岡
志
別
川
な
ど
の
河
川
内
の
土
砂
や
草
の
除

去
を
行
い
ま
す
。

ヤ
ン
ケ
シ
川
・
来
馬
川
支
川
・
サ
ン
ラ

イ
バ
の
沢
川
の
河
川
改
修　

２
千　

万
１００

円
大
雨
に
よ
る
川
の
は
ん
ら
ん
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
河
川
整
備
を
行
い
ま
す
。

河
川
防
護
柵
の
設
置　
　

万
円

２００

消
防
・
救
急
体
制
の
整
備

消
防
広
報
車
の
導
入　
　

万
６
千
円

７３６

（
う
ち
道　

万
８
千
円
）

２４１

市
内
に
は
消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
大
容
量

防
火
井
戸
な
ど
の
消
防
用
水
を
確
保
す
る
た

め
の
施
設
が　

カ
所
あ
り
ま
す
が
、
消
火
活

６１５

動
を
迅
速
に
行
う
た
め
、
消
火
栓
を
適
正
に

配
置
し
ま
す
。
平
成　

年
度
は
２
基
新
設
し
、

１４

９
基
を
更
新
し
ま
す
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
導
入　

２
千　
３１１

万
円
（
う
ち
道　

万
７
千
円
）

３６１

消
火
栓
の
新
設　
　

万
円
（
う
ち
道　

９００

６９８

万
２
千
円
）

消
防
団
の
活
性
化
に
要
す
る
経
費　
　
２０６

万
円災

害
時
に
速
や
か
な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
市
内
の
消
防
団
員　

人
（
う
ち
女
性
消

１７５

防
団
員
は　

人
）
の
教
育
訓
練
や
技
能
訓
練

１０

な
ど
を
行
い
ま
す
。

救
急
救
命
士
の
養
成
に
要
す
る
経
費　

　

万
１
千
円

３１５
現
在
、
市
に
は　

人
の
救
急
救
命
士
が
い

１３

ま
す
。
平
成　

年
度
中
に
新
た
に
１
人
を
養

１４

成
し
ま
す
。

水
難
救
助
用
資
器
材
の
購
入　
　

万
円

１９０

水
難
事
故
に
対
す
る
効
果
的
な
救
命
・
救

助
活
動
を
行
う
た
め
、
潜
水
装
備
品
や
水
難

救
助
ス
ー
ツ
を
購
入
し
ま
す
。

大
規
模
災
害
用
備
蓄
器
具
の
整
備　
　
５４

万
６
千
円

災
害
発
生
時
な
ど
に
円
滑
な
消
防
活
動
を

行
う
た
め
、
救
助
用
ロ
ー
プ
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
、

切
断
用
手
動
カ
ッ
タ
ー
な
ど
を
購
入
し
ま
す
。
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救
急
救
命
士
が
医
師
の
指
示
に
よ
る
適
切

な
救
命
活
動
を
行
う
た
め
、
新
日
鐵
室
蘭
総

合
病
院
に
心
電
図
受
信
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

高
度
救
急
資
機
材
の
購
入　
　

万
５
千

３８８

円

室
蘭
登
別
防
犯
協
会
連
合
会
助
成
金　

　

万
円

６５
町
内
会
が
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
設
置
・
改
修
す
る
街
路
灯
の
工
事
費
の
３

分
の
２
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

犯
罪
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し

て登
別
市
暴
力
追
放
運
動
推
進
団
体
連
絡

協
議
会
助
成
金　
　

万
円

５０

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
登
別
地
区
実

施
委
員
会
負
担
金　
　

万
円

１８

登
別
地
区
保
護
司
会
補
助
金　
　

万
円

２５

街
路
灯
設
置
の
補
助　

１
千　

万
円

１１６

交
通
安
全
対
策

道
路
反
射
鏡
（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
）
の
設

置　
　

万
円

１００
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
な
ど
に
設
置
し
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

照
明
灯
の
設
置　
　

万
円

１００

防
犯
や
安
全
対
策
の
た
め
、
幹
線
道
路
や

通
学
路
に
照
明
灯
を
設
置
し
ま
す
。

交
通
安
全
の
推
進　
　

万
９
千
円

２０３

幼
稚
園
や
学
校
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
の

交
通
安
全
教
室
や
交
通
安
全
運
動
を
通
じ
、

市
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交

通
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

交
通
傷
害
保
険　
　

万
８
千
円

２９２

市
民
を
対
象
に
、
少
額
な
保
険
料
で
交
通

事
故
に
よ
る
け
が
を
保
障
し
ま
す
。
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第２章　自然とともに暮らすまち

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
整
備　

２
千　
９２５

万
円
（
う
ち
国
１
千　

万
円
）

２０

こ
う
配
が
急
な
坂
道
で
あ
る
美
園　

号
線

３０

と
新
生
１
号
線
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
工

事
を
行
い
ま
す
（
美
園　

号
線
は
、
平
成　

３０

１４

年
度
継
続
）
。　

月
末
に
完
成
す
る
予
定
で

１１

す
。

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
推
進
事
業
補
助
金

　

万
円

２０
平
成
７
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
室
蘭

本
線
沿
い
（
若
草
町
）
の
美
園　

号
線
の
歩

５７

道
新
設
工
事
を
、
平
成　

年
度
も
引
き
続
き

１４

行
い
、　

月
の
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１０

登
別
市
交
通
安
全
協
会
交
付
金　
　

万
４３０

円美
園　

号
線
の
歩
道
新
設　

２
千
万
円

５７

中
央　

号
線
歩
道
の
改
良　

１
千
万
円

２６
中
央
町
地
区
の
道
道
拡
幅
整
備
に
合
わ
せ
、

安
全
で
快
適
に
通
行
で
き
る
よ
う
な
歩
道

（
延
べ　

㍍
、
幅
員
３
・
５
㍍
）
の
整
備
な

５５

ど
を
行
い
ま
す
。

道道上登別・室蘭線 

国道36号 ← → 

ホーマック 

 

パロマ工業 

至室蘭 至幌別 

若
草
中
央
公
園 

伊岐見商店

鷲別学田路線

千代の台
団地

ロッキー

道道上登別室蘭線

オートバックス

室蘭総合
自動車学校

コープクレア

若草郵便局

道道
上登
別室
蘭線

若草小学校

登別商工会議所 

らいば 
公園 

至市民会館 

富士町 

相生橋 

富士橋 

中央町 

至JR幌別駅 

至市役所 至陸上 
　自衛隊 

アーニス 

来馬
川

北
駅
前
通
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緑
陽
中
学
校
の
通
学
路
で
あ
る
富
岸
川
沿

い
の
鷲
別
学
田
路
線
の
歩
道
を
拡
幅
整
備
し

ま
す
（
延
長　

㍍
、
幅
員
３
・
５
㍍
）
。

３５０

鷲
別
学
田
路
線
歩
道
の
改
良　

３
千　
２７

万
円
（
う
ち
国
１
千　

万
円
）

６５０

市
道
維
持
補
修　

１
億
４
千　

万
８
千

３１

円
市
道
の
道
路
排
水
管
の
補
修
や
側
溝
な
ど

の
清
掃
、
除
雪
、
融
雪
剤
散
布
、
道
路
の
白

線
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

安
全
な
消
費
生
活

消
費
者
行
政
の
推
進　
　

万
８
千
円

６９

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
て
、
物
価

や
量
目
の
調
査
を
行
い
、
消
費
者
の
意
識
高

揚
を
図
り
ま
す
。

法
律
相
談
の
委
託　
　

万
８
千
円

３７

交
通
事
故
や
金
銭
貸
借
、
損
害
賠
償
な
ど

の
法
律
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
鉄
南
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
と
弁
護
士
事
務
所
で
弁
護
士

に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

・
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
…
月

１
回
、
定
員
６
人

・
弁
護
士
事
務
所
で
の
相
談
…
月
６
人

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
（
�
�
１
８
５
５
）

消
費
生
活
展
開
催
補
助
金　
　

万
円

１８

商
品
の
安
全
性
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
実

演
や
展
示
で
紹
介
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及

や
啓
発
を
図
る
消
費
生
活
展
を
支
援
し
ま
す
。

登
別
消
費
者
協
会
運
営
助
成
金　
　

万
２７

円

緑陽中学校

至桜木町　→道道上登別室蘭線←　至新生町

↓ 至国道36号線

富
　
岸
　
川

デンコードー
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大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
にににににににににににににににににににに
根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
しししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

大
地
に
根
ざ
し
た
た
く
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

ま
し
い

産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
がががががががががががががががががががが
躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
まままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

産
業
が
躍
動
す
る
ま
ち

産
業
振
興
・
観
光
・
農
業

・
林
業
・
水
産
業
・
商
業



●
産
業
を
担
う
人
づ
く
り

●
企
業
誘
致
の
促
進

●
世
界
が
集
い
、
世
界
が
楽
し
む
北
の
観
光
拠
点
を
つ
く
る

●
海
と
大
地
の
恵
み
を
力
に
変
え
る

●
ま
ち
の
経
済
活
性
化
の
た
め
に
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第３章　大地に根ざしたたくまし
い産業が躍動するまち

産
業
を
担
う
人
づ
く
り

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校
で
行
う
パ
ソ

コ
ン
教
室
や
木
造
建
築
科
を
は
じ
め
と
す
る

６
科
目
の
訓
練
事
業
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

事
業
所
内
職
業
訓
練
の
助
成　
　

万
円

２１０

商
工
業
者
の
経
営
の
安
定
化
や
健
全
化
を

目
的
と
し
た
登
別
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相

談
所
の
金
融
や
経
営
な
ど
の
相
談
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

中
小
企
業
相
談
事
業
補
助
金　
　

万
円

９００

労
働
者
や
経
営
者
を
対
象
に
労
働
対
策
講

習
会
を
開
催
し
、
雇
用
に
関
す
る
知
識
習
得

の
推
進
の
ほ
か
、
雇
用
状
況
の
把
握
を
行
い

ま
す
。

労
働
対
策　
　

万
９
千
円

１２５

公
共
施
設
の
清
掃
や
通
学
路
な
ど
の
除
雪

作
業
を
委
託
し
、
雇
用
の
場
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

雇
用
対
策
の
救
援　

３
千　

万
２
千
円

９７５

市
内
の
労
働
者
の
雇
用
の
確
保
や
職
場
環

境
の
改
善
を
目
的
に
、
活
動
す
る
労
働
組
合

団
体
に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

労
働
振
興
事
業
の
助
成　
　

万
円

２００

市
内
に
居
住
す
る
勤
労
者
の
生
活
安
定
を

目
的
に
、
生
活
な
ど
に
必
要
な
資
金
の
あ
っ

せ
ん
を
行
う
た
め
の
貸
付
金
を
積
み
立
て
し

ま
す
。

勤
労
者
特
別
融
資
積
立
金　

１
億
１
千

　

万
円

４６０職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
維
持　
　

万
５

２３

千
円

労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理　
　
６８８

万
９
千
円

婦
人
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理　

１
千　
７８

万
１
千
円
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厳
し
い
雇
用
情
勢
や
失
業
対
策
と
し
て
、

観
光
関
連
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
の
周
辺
整
備
な

ど
を
行
い
、
雇
用
や
就
業
機
会
の
創
出
を
図

り
ま
す
。

緊
急
地
域
雇
用
対
策　

２
千　

万
円

３０５

（
う
ち
道
２
千　

万
円
）

３０５

企
業
誘
致
の
促
進

市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
製
造

業
や
観
光
産
業
の
企
業
誘
致
を
図
り
、
市
内

産
業
の
厚
み
を
増
し
、
雇
用
の
場
の
確
保
を

図
り
ま
す
。

企
業
誘
致
の
推
進　
　

万
６
千
円

８８

誘
致
促
進
と
誘
致
し
た
企
業
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
新
た
に
事
業
所
を
設
け
る
誘
致

企
業
や
、
す
で
に
誘
致
し
た
企
業
が
設
備
を

増
設
・
雇
用
増
を
す
る
際
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
労
政
課

（
�
�
２
１
７
１
）

企
業
立
地
振
興
補
助
金　
　

万
２
千
円

１２７

登
別
を
名
実
と
も
に
道
内
に
お
け
る
中
心

的
な
観
光
拠
点
と
し
て
確
立
す
る
た
め
、
観

光
を
取
り
巻
く
新
た
な
潮
流
を
敏
感
に
察
知

し
、
新
し
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

観
光
地
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
な
ど
観
光
ソ
フ
ト
の
充

実
に
努
め
、
市
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち

で
あ
る
こ
と
が
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
も
魅

力
的
な
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
基
本
に
個
性
的

な
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

観
光
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
積
み
立

て
し
ま
す
。

観
光
開
発
基
金
積
立
金　

１
千
万
円

登
別
観
光
協
会
が
行
う
国
内
外
の
誘
客
宣

伝
や
修
学
旅
行
誘
致
道
外
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

『
登
別
地
獄
ま
つ
り
』
な
ど
の
事
業
を
支
援

登
別
観
光
協
会
助
成
金　

１
千　

万
円

２５０

観
光
振
興
特
別
対
策
事
業
補
助
金　

６

千
万
円

世
界
が
集
い
、
世
界
が
楽
し

む
北
の
観
光
拠
点
を
つ
く
る

し
ま
す
。

誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
や
外
国
語
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
を
行
い
、
登

別
の
観
光
を
国
内
外
に
広
く
周
知
す
る
こ
と

で
観
光
客
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

カ
ル
ル
ス
・
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

の
運
営
管
理　
　

万
７
千
円

２５６

観
光
客
誘
致
の
促
進　
　

万
円

７０２

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
や
郷

土
料
理
、
土
産
品
の
研
究
な
ど
の
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
推
進
の
補
助　

　

万
円

１００
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農
村
振
興
基
本
計
画
作
成
事
業
費　

万
８００

円
（
う
ち
国　

万
円
）

４００

海
と
大
地
の
恵
み
を
力
に
変

え
る

【
農
業
の
振
興
】

土
地
の
農
業
上
の
利
用
と
他
の
利
用
を
調

整
し
な
が
ら
、
地
域
の
将
来
像
及
び
農
村
振

興
施
策
の
基
本
方
針
な
ど
を
内
容
と
す
る
個

性
あ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
、
農
村
の
総

合
的
な
振
興
に
資
す
る
。

農
業
用
施
設
の
管
理　
　

万
５
千
円

９６

農
業
用
排
水
路
な
ど
の
施
設
の
補
修
な
ど

を
行
い
ま
す
。

来
馬
第
１
地
区
道
営
農
免
農
道
の
整
備

（
第
２
期
）　

１
千　

万
円

３６０

来
馬
地
区
の
交
通
の
利
便
性
な
ど
を
図
る

た
め
、
道
路
新
設
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

道
営
草
地
整
備
改
良　
　

万
円

６７５

家
畜
の
飼
料
と
な
る
草
地
を
栄
養
分
豊
富

な
牧
草
地
へ
改
良
す
る
ほ
か
、
パ
ド
ッ
ク

（
家
畜
の
運
動
場
）
の
新
設
な
ど
を
行
い
、

農
業
生
産
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

市
牧
場
管
理　
　

万
円

２６０

草
地
不
足
の
酪
農
家
の
育
成
牛
な
ど
を
市

牧
場
（
鉱
山
町
）
で
預
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、

飼
養
管
理
労
働
の
省
力
化
を
図
り
ま
す
。

市
営
牧
場

日
本
工
学
院

登
別

　
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

陸上自衛隊
来馬演習場

至カルルス町

鉱山町

至新
登別
大橋

札
内
高
原
館
の
運
営
管
理　
　

万
６
千

８０８

円
社
会
教
育
施
設
と
し
て
「
加
工
研
究
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
体
験
学
習
」
の
三
本
柱
を
基

本
に
、
地
元
農
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

第３章　大地に根ざしたたくまし
い産業が躍動するまち

室
蘭
・
登
別
酪
農
振
興
協
議
会
補
助
金

　

万
円

１０ 登
別
農
業
振
興
研
究
会
補
助
金　
　

万
２０

円
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受
精
卵
移
植
推
進
へ
の
補
助　
　

万
円

４５

乳
牛
や
肉
牛
へ
の
受
精
卵
移
植
の
研
究
や
、

受
精
卵
移
植
技
術
者
の
養
成
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
運
営
の
補
助　
　

万
円

７２

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
導
入
で
酪
農
者
の
休
暇

の
取
得
な
ど
を
図
り
、
酪
農
経
営
の
安
定
や

廃
業
の
防
止
、
後
継
者
の
育
成
を
促
進
し
ま

す
。

【
林
業
の
振
興
】

林
業
構
造
改
善
事
業
（
市
町
村
推
進
事

業
）　
　

万
８
千
円
（
う
ち
国　

万
９
千

６１

３０

円
）森

林
の
保
全
を
含
め
た
自
然
と
の
共
生
を

図
る
た
め
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と

と
も
に
、
市
民
を
対
象
に
自
然
環
境
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
水
産
業
の
振
興
】

漁
場
改
良
の
補
助
（
ヒ
ト
デ
な
ど
の
大

規
模
駆
除
）　
　

万
円

２１０

ほ
っ
き
貝
の
外
敵
で
あ
る
ヒ
ト
デ
と
タ
マ

貝
の
駆
除
を
行
い
ま
す
。

エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
種
苗
放
流
事
業
補
助

金　
　

万
円

２３０
資
源
づ
く
り
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
エ

ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
の
種
苗
を
中
間
育
成
し
、
そ

の
後
、
放
流
す
る
登
別
漁
業
協
同
組
合
に
対

し
補
助
を
行
い
ま
す
。

登
別
救
難
所
特
別
対
策
事
業
補
助
金　

　

万
円

８０
海
難
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
救
助
や
、

救
助
に
備
え
た
訓
練
な
ど
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

登
別
漁
港
維
持
管
理
事
業
補
助
金　
　
３４

万
５
千
円
（
う
ち
道　

万
５
千
円
）

３４

鷲
別
漁
港
維
持
管
理
事
業
補
助
金　
　
１０

万
３
千
円
（
う
ち
道
４
万
円
）

ま
ち
の
経
済
活
性
化
の
た
め

に登
別
商
工
会
議
所
会
館
改
修
事
業
補
助

金　
　

万
３
千
円

３２６
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
の
一
部
の
資
金

を
利
用
し
た
方
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

借
入
金
の
利
子
分
を
市
が
負
担
し
ま
す
。

中
小
企
業
特
別
融
資
利
子
補
給
金　
　
３２

万
５
千
円

中
小
企
業
者
の
資
金
調
達
の
円
滑
化
や
資

金
確
保
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
融

資
を
行
い
ま
す
。

中
小
企
業
特
別
融
資
積
立
金　

３
億
円

胆
振
西
部
乳
牛
検
定
組
合
補
助
金　
　
４１

万
４
千
円
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信
用
保
証
が
必
要
な
市
や
道
の
融
資
制
度

を
利
用
す
る
中
小
企
業
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
そ
の
保
証
料
を
補
助
し
ま
す
。

金
融
緊
急
対
策
信
用
保
証
料
補
給
金　

　

万
４
千
円

１４１
マ
イ
ホ
ー
ム
の
小
規
模
改
修
や
障
害
を
も

つ
方
、
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
バ
リ
ア
フ

リ
ー
住
宅
へ
の
改
良
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

市
内
業
者
の
事
業
量
の
確
保
を
図
る
た
め
、

低
利
の
融
資
を
行
い
ま
す
。

住
宅
改
良
促
進
特
別
融
資
積
立
金　

１

億
５
千
万
円

企
業
体
質
の
強
化
や
経
営
の
安
定
化
を
図

る
た
め
、
中
小
商
工
業
者
が
集
ま
っ
て
協
同

組
合
や
企
業
組
合
な
ど
の
中
小
企
業
団
体
を

組
織
し
た
団
体
へ
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

中
小
企
業
振
興
事
業
の
助
成　
　

万
円

１３

地
場
産
品
の
紹
介
や
宣
伝
、
販
路
拡
大
の

た
め
、
姉
妹
都
市
・
白
石
市
の
農
業
祭
や
各

都
市
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
参
加

す
る
物
産
会
参
加
企
業
（　

社
）
を
支
援
し

２２

物
産
展
参
加
補
助
金　
　

万
円

７０

ま
す
。

第３章　大地に根ざしたたくまし
い産業が躍動するまち



第
４
章

調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
のののののののののののののののののののの
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
でででででででででででででででででででで
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ささささささささささささささささささささ
とととととととととととととととととととと

調
和
の
中
で
ふ
る
さ
と
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出

を
演
出

すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
まままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

す
る
ま
ち

交
通
・
情
報
・
都
市
景
観

・
市
街
地
整
備
・
公
営
住

宅
・
上
水
道
・
公
園



●
機
能
的
な
交
通
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
活
力
と
ふ
れ
あ
い
を
運
ぶ

●
情
報
・
通
信
体
制
の
整
備

●
情
報
化
の
推
進

●
美
し
い
都
市
景
観
の
創
造

●
住
み
よ
い
市
街
地
の
整
備
と
宅
地
・
住
宅
の
確
保

●
水
道
事
業
な
ど
の
推
進

●
公
園
の
整
備
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機
能
的
な
交
通
・
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
活
力
と
ふ
れ
あ

い
を
運
ぶ

登
別
厚
生
年
金
病
院
付
近
か
ら
ホ
テ
ル
ま

ほ
ろ
ば
付
近
ま
で
の
延
長　

㍍
が
完
成
し
、

８２０

平
成　

年
度
か
ら
は
、
ホ
テ
ル
ま
ほ
ろ
ば
付

１３

近
か
ら
第
一
滝
本
館
付
近
ま
で
の
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。

登
別
温
泉
バ
イ
パ
ス
（
道
道
倶
多
楽
湖

公
園
線
）
の
整
備
（
北
海
道
事
業
）

カ
ル
ル
ス
町
付
近
に
架
か
る
『
滝
の
上
橋
』

の
整
備
を
昨
年
に
引
き
続
き
行
い
ま
す
（
延

長　

・
８
㍍
、
幅
員
７
・
５
�
）
。

２４
カ
ル
ル
ス
路
線
の
改
良　

１
億　

万
円

９３０

（
う
ち
国
４
千　

万
円
）

７００

亀
田
記
念
公
園
入
口
付
近
の
西
富
岸
川
に

架
か
る
『
富
岸
西
路
線
１
号
橋
』
（
延
長　
１５

・
７
㍍
、
幅
員
７
・
５
㍍
）
の
整
備
を
昨
年

に
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

富
岸
西
路
線
の
改
良　

１
億　

万
円

８４７

（
う
ち
国
３
千　

万
円
、
道
４
千　

万
円
）

６００

８１０

第４章　調和の中でふるさとを演
出するまち

国立登別病院

登別厚生年金病院

登
別
観
光
協
会

第
一
滝
本
館

ホ
テ
ル
ま
ほ
ろ
ば

至
登
別
地
獄
谷

道
南
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル

ク
ス
リ
サ
ン
ベ
ツ
川 至

Ｊ
Ｒ
登
別
駅
↓

至登別温泉

至幌
別

滝の上橋

ホテル
岩井

オロフレ荘

至オロフレ峠

サンライバ
スキー

場

管　理
事務所亀田記念

公園 レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

駐車場

至室蘭

至ポスフール登別

至登別
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石
山
通
り
の
改
良
に
伴
い
、
登
別
東
町
２

丁
目
の
雨
水
排
水
の
流
末
部
（
延
長
８
㍍
）

を
整
備
し
ま
す
。

石
山
通
り
の
改
良　

２
千　

万
円

５００

富
浦
墓
地
か
ら
札
内
町
へ
の
道
路
の
一
部

（
延
長　

㍍
）
の
改
良
舗
装
を
行
い
ま
す
。

１３０

東
札
内
線
の
改
良　

３
千　

万
円

８０

岡
志
別
の
森
運
動
公
園
前
か
ら
Ｊ
Ｒ
踏
切

り
ま
で
の
排
水
の
整
備
（　

㍍
）
を
昨
年
に

２１１

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

中
央
通
り
の
改
良　

１
千
万
円

ＪＲ
登別駅

登別
中学校

登別公民館

至登別温泉町

至
室
蘭

至
白
老

登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク

登
別
川

国
道
3 6
号

養鶏
ファーム

富浦墓地

火葬場

至室蘭

至白
老

国道 3 6 号

至幌別

至登別

道央
自動
車道

至ＪＲ幌別駅

至室蘭 至登別国道 3 6 号

北海道
曹達工場

岡志別の森
　　運動公園

至中央町
至登別温泉町

至ＪＲ登別駅

クリンクル
センター
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第４章　調和の中でふるさとを演
出するまち

『
東
雲
橋
』
（
カ
ル
ル
ス
町
）
付
近
の
道

路
の
一
部
（
延
長　

㍍
、
幅
員
７
・
５
㍍
）

１４０

の
改
良
・
舗
装
を
平
成　

年
度
か
ら
継
続
し

１３

て
行
い
ま
す
。

カ
ル
ル
ス 
東  
雲 
線
外
１
の
改
良　

６
千

し
の 
の
め

　

万
６
千
円
（
う
ち
国
４
千　

万
８
千
円
）

１６６

６０９

高
速
道
路
と
交
差
し
て
い
る
札
内
町
の

『
新
サ
ト
岡
志
別
橋
』
の
耐
震
補
強
工
事
を

行
い
ま
す
。

サ
ト
岡
志
別
路
線
の
改
良　

２
千　

万
４２２

円
（
う
ち
国
１
千　

万
円
）

２００

極
楽
通
り
か
ら
ク
マ
牧
場
に
通
じ
る
道
路

の
一
部
（
延
長　

㍍
、
幅
員
８
・
５
㍍
）
を

５０

改
良
・
舗
装
や
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
工
事

を
行
い
ま
す
。

温
泉　

号
線
の
改
良　

４
千
万
円

１０

国設カル
ルス温泉

サンライ
バースキ

ー場

カ
ル
ル
ス

婦
人
研
修

の
家

カルルス町

カルルス温泉
簡易郵便局

東雲橋

至オロフレ峠

〒

登別
川

←至室蘭

←至幌別 ＪＲ室蘭本線

国道３６号 至登別→

至登別→

←至室蘭 道央自動車道 至白老→

岡志別の森
運動公園

北海道
曹達

→

至札内町

ホ
テ
ル
ま
ほ
ろ
ば

至
Ｊ
Ｒ
登
別
駅

秋吉
ホテル

室蘭
ハイヤー

至クマ牧場

登別観光協会
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幌
別
東
団
地
か
ら
道
道
弁
景
幌
別
線
に
通

じ
る
道
路
の
改
良
・
舗
装
・
排
水
整
備
を
行

い
ま
す
。

幌
別　

号
線
の
改
良
（
地
方
改
善
施
設

２６

整
備
）　
　

万
円

９０５

市
道
の
改
良
・
舗
装
や
排
水
整
備
を
行
い

ま
す
。

市
道
舗
装
排
水
整
備　

４
億
円

橋
の
補
修
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

橋
梁
の
維
持
補
修　
　

万
円

３１７

情
報
・
通
信
体
制
の
整
備

・
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
の
発
行
…
市
の
財
政
状

況
や
行
お
う
と
す
る
事
業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
直
面
し
て
い
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

写
真
や
図
な
ど
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く

紹
介
す
る
特
集
を
組
む
ほ
か
、
活
躍
し
て

い
る
市
民
や
催
し
、
お
知
ら
せ
、
募
集
な

ど
を
掲
載
し
た
広
報
紙
を
毎
月
１
日
と　
１５

日
の
月
２
回
（
５
・
７
・
９
・　

・
１
・

１１

３
月
は
１
・　

日
合
併
号
）
発
行
し
、
各

１５

戸
配
布
し
ま
す
。

広
報
広
聴
活
動　

２
千　

万
５
千
円

５４５

・
ふ
る
さ
と
通
信
『
湯
か
げ
ん
』
の
発
行
…

首
都
圏
在
住
の
登
別
市
出
身
者
や
ゆ
か
り

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
ふ
る
さ
と
『
の
ぼ

り
べ
つ
』
の
近
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

『
湯
か
げ
ん
』
を
発
行
し
ま
す
。

・
広
報
ビ
デ
オ
の
制
作
…
市
内
で
行
わ
れ
る

行
事
や
事
業
な
ど
を
季
節
ご
と
に
ま
と
め

た
広
報
ビ
デ
オ
な
ど
を
制
作
し
、
市
内
の

公
共
施
設
で
随
時
放
映
す
る
ほ
か
、
希
望

す
る
方
に
貸
し
出
し
し
ま
す
。

←至室蘭

←至室蘭

工事予定箇所

ＪＲ室蘭本線

国道３６号

道道弁慶・幌別線線

至登別→

サンクス

幌別東
保育所

幌別東
小学校

岡
志
別
川

太　平　洋
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・
各
種
懇
談
会
の
開
催
…
市
が
直
面
し
て
い

る
問
題
や
地
域
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
連

合
町
内
会
単
位
で
市
長
を
は
じ
め
、
市
の

部
長
職
な
ど
と
話
し
合
う
『
市
政
懇
談
会
』

や
『
地
区
懇
談
会
』
を
開
催
す
る
ほ
か
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
市
長
と
ひ
ざ

を
交
え
て
話
し
合
う
『
市
長
室
フ
リ
ー
タ

イ
ム
』
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
市
長
と
懇
談

す
る
『
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
』
、
市
職
員
が

地
域
の
抱
え
る
問
題
を
町
内
会
単
位
で
き

め
細
か
く
お
聞
き
す
る
『
地
区
課
題
の
把

握
』
、
市
職
員
が
市
の
事
業
や
制
度
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
『
市
職
員

出
前
フ
リ
ー
ト
ー
ク
』
を
開
催
し
、
情
報

の
共
有
化
と
意
見
・
提
案
の
集
約
を
図
り

市
政
情
報
の
根
幹
で
あ
る
予
算
を
基
本
に
、

市
が
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
を
総
合
的
に
お
知
ら
せ
す
る
『
ま
ち
づ

く
り
カ
タ
ロ
グ
』
（
み
な
さ
ん
が
今
見
て
い

る
こ
の
冊
子
で
す
）
を
発
行
し
、
各
戸
配
布

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

情
報
推
進
課
（
広
報
広
聴
）

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
�
�
６
５
８
６
）

ま
ち
づ
く
り
カ
タ
ロ
グ
の
発
行　
　

万
５９８

６
千
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
市
政
情
報
の

受
発
信
機
能
を
高
め
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http;//w
w
w
.city.noboribetsu.hokkaido.

jp

登
別
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

ま
す
。

・
見
学
会
の
開
催
…
市
民
や
市
内
の
団
体
を

対
象
に
、
公
共
施
設
や
ま
ち
の
産
業
な
ど

を
見
学
す
る
『
市
民
見
学
会
』
を
春
と
秋

の
年
２
回
開
催
す
る
ほ
か
、
室
蘭
・
伊
達

市
と
共
同
で
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
公
共
施
設

や
産
業
な
ど
を
見
学
す
る
『
三
市
合
同
施

設
見
学
会
』
を
年
１
回
開
催
し
ま
す
。

▲地区懇談会

▲若山浄化センターを見学する市民のみなさん
（市民見学会）
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情
報
化
の
推
進

Ｏ
Ａ
化
の
推
進（
市
役
所
業
務
）　

２
千

　

万
円

４０９
市
庁
舎
事
務
所
内
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
計

画
的
に
設
置
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
を
事
務
に
取
り

入
れ
、
事
務
の
効
率
化
・
高
度
化
を
図
り
ま

す
。

Ｏ
Ａ
化
の
推
進（
議
会
情
報
化
推
進
）　

　

万
７
千
円

２１９
市
議
会
の
各
会
派
室
と
事
務
局
に
パ
ソ
コ

ン
な
ど
を
設
置
し
、
情
報
収
集
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
よ
る
会
議
録
の
公
開
な
ど
、
議
会
の

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
管
理
に
要
す
る

経
費　
　

万
６
千
円

８１３

市
の
予
算
の
歳
入
や
歳
出
な
ど
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
管
理
し
、
財
務
会
計
事
務
処
理
の

効
率
化
・
省
力
化
・
迅
速
化
を
進
め
ま
す
。

行
政
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
要

す
る
経
費　

５
千　

万
９
千
円

４１８

住
民
記
録
や
印
鑑
登
録
、
税
、
国
民
年
金
、

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
児
童
手
当
、

し
尿
処
理
手
数
料
、
上
下
水
道
料
金
な
ど
の

事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
し
、
行
政
事

務
の
効
率
化
・
迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
の
運
営　

１
千　
１７１

万
７
千
円

登
別
中
央
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ア

ー
ニ
ス
の
２
階
に
設
置
し
た
地
域
情
報
セ
ン

タ
ー
（
愛
称
『　

ピ
ッ
ピ
』
）
で
は
、
高
速

pip

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
や
各
種
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
、
映
像
装
置
な
ど
市
民
が

情
報
通
信
技
術
に
親
し
め
る
拠
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
市
民
が
気
軽
に
パ
ソ
コ

ン
に
親
し
め
る
よ
う
、
各
種
パ
ソ
コ
ン
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

・
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
費
…　

万
円

１５０

・
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
経
費
…
１

千　

万
７
千
円

２１

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
維
持
管
理
経
費

２
千　

万
円

７６
市
内
小
・
中
学
校
や
市
役
所
な
ど
の
公
共

施
設　

カ
所
を
結
ぶ
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト

３７

ワ
ー
ク
機
材
な
ど
の
保
守
と
、
適
切
な
運
用

を
図
り
ま
す
。
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Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
開
催　
　

万
８
千
円

６８０

（
う
ち
道　

万
９
千
円
）

５９０

Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）・
基
礎
技
能
の

普
及
を
図
る
た
め
、
市
民
を
対
象
に
パ
ソ
コ

ン
の
基
礎
操
作
な
ど
の
技
能
講
習
を
行
い
ま

す
。

▼
対
象　
　

歳
以
上
の
市
民
で
、
パ
ソ
コ
ン

２０

　

操
作
初
心
者

▼
場
所　

鷲
別
公
民
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、

　

市
立
図
書
館
を
予
定

▼
問
い
合
わ
せ　

情
報
推
進
課
（
情
報
政
策
）

（
�
�
５
１
０
９
）

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
構
築　

２
千　

万
円

９２７

平
成　

年
度
を
目
途
に
、
国
や
都
道
府
県
、

１５

市
町
村
を
専
用
回
線
で
結
び
、
全
国
ど
こ
か

ら
で
も
住
民
票
（
写
し
）
の
交
付
や
転
入
・

転
出
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。
平

成　

年
度
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
発

１４
行
す
る
た
め
の
機
器
等
の
整
備
と
既
存
住
民

記
録
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
造
を
行
い

ま
す
。

戸
籍
や
住
民
票
な
ど
の
交
付　
　

万
８

８４６

千
円戸

籍
や
住
民
票
、
印
鑑
登
録
の
交
付
な
ど

を
行
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
中
継
局
の
維
持
管
理　
　

万
６

１３６

千
円テ

レ
ビ
の
難
視
聴
を
解
消
す
る
た
め
に
、

鷲
別
・
幌
別
・
登
別
の
３
カ
所
に
設
置
し
た

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
中
継
局
の
保
守
点
検
や
補
修

な
ど
を
行
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
中
継
局
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
導
入　
　

万
４
千
円

２８０

美
し
い
都
市
景
観
の
創
造

ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策

定　

１
千
万
円

都
市
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
互
い
に
密
接

な
関
係
に
あ
る
３
つ
の
計
画
、
土
地
利
用
や

交
通
施
設
、
公
共
施
設
の
在
り
方
を
盛
り
込

ん
だ
『
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』、
ま
ち

並
み
や
自
然
景
観
の
形
成
な
ど
の
方
向
性
を

示
し
た
『
景
観
形
成
基
本
計
画
』、
緑
の
保
全

や
緑
化
推
進
、
公
園
や
広
場
の
整
備
に
関
す

る
指
針
と
な
る
『
緑
の
基
本
計
画
』
を
総
称

す
る
『
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
』。

同
プ
ラ
ン
は
、
将
来
の
都
市
づ
く
り
に
つ

い
て
多
く
の
市
民
の
参
画
を
得
な
が
ら
平
成

　

年
度
か
ら
進
め
て
き
て
お
り
、
平
成　

年

１１

１４

度
は
最
終
年
度
と
し
て
計
画
を
と
り
ま
と
め

ま
す
。

都
市
計
画
審
議
会
の
運
営
に
要
す
る
経

費　
　

万
４
千
円

２３
市
が
行
う
都
市
計
画
決
定
や
都
市
計
画
に

関
す
る
事
項
の
調
査
審
議
を
行
い
ま
す
。
委

員
は
市
民
や
学
識
経
験
者
な
ど　

人
が
委
嘱

１２

さ
れ
て
い
ま
す
。
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住
み
よ
い
市
街
地
の
整
備
と

宅
地
・
住
宅
の
確
保

地
籍
調
査　

１
千　

万
２
千
円
（
う
ち

６５２

道　

万
５
千
円
）

５６８市
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
所
有
者
や
地
番
、

地
目
の
調
査
・
測
量
を
行
い
、
地
図
な
ど
を

作
成
し
ま
す
。

高
齢
者
な
ど
に
配
慮
し
た
市
営
住
宅
改

善　
　

万
円

２２５
市
営
住
宅
に
居
住
す
る
高
齢
者
や
身
体
に

障
害
を
も
つ
方
が
、
日
常
生
活
を
過
ご
し
や

す
い
よ
う
住
宅
内
の
段
差
解
消
や
玄
関
・
ト

イ
レ
・
浴
室
へ
の
手
す
り
取
り
付
け
な
ど
の

改
善
を
行
い
ま
す
。

市
営
住
宅
（
柏
木
団
地
）
の
景
観
改
善

１
千　

万
円

９００
市
営
住
宅
柏
木
団
地
（
４
階
建
て
１
棟
）

の
屋
根
の
ふ
き
替
え
や
外
壁
塗
装
を
行
い
ま

す
。

市
営
住
宅
（
桜
木
団
地
）
建
替
事
業　

１
億
９
千　

万
１
千
円
（
う
ち
国
９
千

１８０

　

万
６
千
円
）

５６８
平
成　

年　

月
に　

戸
・
１
棟
が
、
平
成

１０

１１

４０

　

年
９
月
に　

戸
・
１
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。

１２

４５

平
成　

年
度
か
ら
は
、
２
カ
年
継
続
事
業

１３

と
し
て
５
階
建
て　

戸
・
１
棟
の
建
設
に
着

４５

手
し
て
い
ま
す
（
平
成　

年
８
月
末
に
完
成

１４

予
定
）
。

市
営
住
宅
（
桜
木
団
地
）
建
替
事
業
・

特
定
工
事　

４
千　

万
６
千
円
（
う
ち

３０２

国
２
千　

万
３
千
円
）

１５１

市
営
住
宅
（
桜
木
団
地
）
建
替
事
業
・

共
同
施
設
建
設　

１
億
３
千　

万
２
千

１７３

円
（
う
ち
国
６
千　

万
５
千
円
）

５６１

市民会館

富士保育所

老人福祉
センター 大英寺

←至室蘭 中央通

東
通

↓至幌別駅 ↓至幌別駅

←至室蘭
道道上登別・室蘭線

道
道
弁
景
・
幌
別
線

至登別→

富士会館

アーニス
道銀 市役所

図書館

柏木団地

室蘭信金

常
　
盤
　
通

胆
振
幌
別
川

幌別
ポンプ場

登別大谷高校

登別交番

陸上自衛隊
幌別駐屯地

青葉
小学校

桜木団団地

桜木町4丁丁目
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登
別
東
町
団
地
の
建
設
（
北
海
道
事
業
）

平
成
７
年
７
月
に
３
階
建
て
９
戸
が
２
棟
、

平
成
９
年
９
月
に
３
階
建
て　

戸
が
１
棟
、

１２

平
成　

年
３
月
に
５
階
建
て　

戸
が
１
棟
、

１２

２４

平
成　

年
９
月
に
５
階
建
て　

戸
が
１
棟
完

１３

２４

成
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度
は
、　

月
末
に
３
階
建
て　

１４

１０

１８

戸
が
１
棟
完
成
す
る
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
築
課（

�
�
４
３
９
９
）

水
道
事
業
な
ど
の
推
進

水
道
事
業
の
運
営
に
要
す
る
経
費

（
人
件
費
２
億
３
千　

万
７
千
円
）

２４５

老
朽
化
し
た
配
水
管
の
整
備
（
改
良
、
移

設
な
ど
）
や
配
水
池
の
建
設
の
ほ
か
、
水
道

メ
ー
タ
ー
の
購
入
や
取
り
替
え
工
事
な
ど
を

行
い
ま
す
。

・
送
配
水
施
設
の
整
備
…
４
億
９
千　

万
円

２００

・
浄
水
施
設
・
水
道
メ
ー
タ
ー
設
備
…
８
千

　

万
１
千
円

３０６
水
道
施
設
の
整
備　

５
億
７
千　

万
１

５０６

千
円室

蘭
市
か
ら
浄
水
を
購
入
す
る
ほ
か
、
浄

水
場
の
補
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

原
水
・
浄
水
に
係
る
施
設
の
維
持
管
理

２
億
４
千　

万
円

２５５

配
水
池
や
配
水
管
、
ポ
ン
プ
設
備
な
ど
の

管
内
漏
水
修
繕
な
ど
を
行
い
ま
す
。

配
水
施
設
・
給
水
装
置
の
維
持
管
理　

３
千　

万
２
千
円

５２４

消
火
栓
の
新
設
な
ど
の
受
託
工
事　

１

千　

万
８
千
円

７５１市
消
防
本
部
な
ど
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
消

火
栓
の
新
設
・
修
繕
工
事
や
給
・
配
水
管
の

漏
水
修
繕
な
ど
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

札
内
地
区
を
中
心
と
し
た
給
水
区
域
内
の

方
に
、
良
質
な
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、

減
圧
弁
の
取
り
替
え
や
浄
水
場
ろ
過
池
の
清

掃
な
ど
を
行
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
と
料
金
徴
収

１
千　

万
円

４９７

簡
易
水
道
施
設
の
管
理　

１
千　

万
８

２９４

千
円
（
う
ち
道　

万
円
）

２９０

←至室蘭

←至室蘭
登別中学校

←至登別小学校
←至登別小学校小学

国道３６号国

道央自動車道

円山通り円山通り

登別東町団地

至苫小牧→

至苫小牧→

↓至JR登別駅

↑

至登別温泉町
石
山
通
り



��２００２　まちづくり
カタログ

公
園
の
整
備

公
園
の
再
整
備　

２
千　

万
円

３００

地
域
住
民
参
加
の
も
と
、
使
い
や
す
く
親

し
み
や
す
い
公
園
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

・
桜
木
公
園
の
整
備
…
１
千　

万
円

５００

・
楡
の
木
公
園
の
便
所
建
替
…　

万
円

８００

川
上
公
園
多
目
的
広
場
の
整
備　
　

万
６００

円
降
雨
後
に
で
き
る
水
た
ま
り
を
解
消
す
る

た
め
、
基
盤
整
備
（
透
水
層
設
置
）
を
行
い

ま
す
。

公
園
の
維
持
管
理　

８
千　

万
８
千
円

８６９

川
上
公
園
や
亀
田
記
念
公
園
、
富
岸
公
園

な
ど
、
市
内
の　

カ
所
の
公
園
や
広
場
の
遊

１１７

具
、
照
明
灯
、
水
道
施
設
な
ど
を
維
持
管
理

し
ま
す
。

亀
田
記
念
公
園
の
整
備　

７
千
万
円

高
齢
者
や
身
体
に
障
害
者
を
持
つ
方
も
安

心
し
て
快
適
な
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
園

路
の
勾
配
緩
和
・
段
差
解
消
ま
た
身
障
者
用

ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向

け
た
整
備
を
進
め
ま
す
。
平
成　

年
度
は
、

１４

駐
車
場
の
一
部
、
下
水
道
管
の
埋
設
工
事
を

行
い
ま
す
。

街
区
公
園
な
ど
の
清
掃　
　

万
円

７１

清
掃
や
草
刈
り
な
ど
、
公
園
や
広
場
の
維

持
管
理
業
務
の
一
部
を
町
内
会
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

（
�
�
４
１
１
５
）

胆
振
幌
別
川

幌別
ポンプ場

登別大谷高校

登別交番

陸上自衛隊
幌別駐屯地

青葉
小学校

桜木公園公園

桜木町4丁目丁目

←至室蘭

楡の木公園木公

ＪＲ室蘭本線

国道３６号３６ 至登別→

鷲
別
東
団
地

登別西団地

鷲別
駅

栄町保育所



第
５
章

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
なななななななななななななななななななな
個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
とととととととととととととととととととと
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性

豊
か
な
個
性
と
人
間
性
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ

を
は
ぐ

くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ
まままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

く
む
ま
ち

生
涯
学
習
・
幼
児
教
育
・

小
中
学
校
教
育
・
特
殊
教

育
・
高
等
教
育
・
学
習
機

会
・
文
化
活
動
・
ス
ポ
ー

ツ
・
図
書
館



●
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

●
幼
児
教
育
の
充
実

●
小
・
中
学
校
教
育
の
充
実

●
学
習
環
境
の
整
備
充
実

●
学
校
給
食
事
業

●
高
校
教
育
の
充
実

●
生
涯
学
習
の
推
進

●
生
涯
学
習
諸
条
件
の
整
備

●
個
性
豊
か
な
ふ
る
さ
と
の
文
化
を
つ
く
る

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
実 

●
生
涯
学
習
を
支
え
る
図
書
館
機
能
を
高
め
る



��２００２　まちづくりカタログ

まちづくりカタログ

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て

市
民
が
生
涯
を
通
じ
て
学
習
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
、
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

・
生
涯
学
習
情
報
の
提
供
…
市
内
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
生
涯
学
習
の
情
報
な
ど
を
掲

載
し
た
生
涯
学
習
ニ
ュ
ー
ス
『
明
日
を
ひ

ら
く
窓
』
を
年
１
回
発
行
し
て
各
戸
配
布

す
る
ほ
か
、
同
紙
の
家
庭
版
を
年
４
回
発

行
し
、
幼
稚
園
児
や
小
・
中
学
生
の
い
る

家
庭
へ
配
布
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
市
な
ど
が
行
う
生
涯
学
習
活
動

の
予
定
を
掲
載
し
た
『
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
』

な
ど
を
年
６
回
発
行
す
る
ほ
か
、
市
内
で

活
躍
し
て
い
る
各
種
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
地

区
別
に
紹
介
す
る
『
生
涯
学
習
へ
の
お
誘

い
』
を
年
１
回
発
行
し
ま
す
。

　
　

こ
の
ほ
か
に
も
、　

時
間
対
応
の
専
用

２４

電
話
に
よ
る
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
『
生
き

が
い
ダ
イ
ヤ
ル
』
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

月
２
種
類
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
年
間　

テ
２４

ー
マ
を
放
送
し
ま
す
。

・
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
の
運
営
…
学
識
経

生
涯
学
習
の
推
進　
　

万
８
千
円

１２７

験
者
や
各
種
団
体
の
代
表
な
ど　

人
で
構

１６

成
さ
れ
、
市
が
行
う
生
涯
学
習
活
動
に
対

し
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
親
ぼ
く
を

６０
図
り
、
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
観
を
持
つ
こ

と
を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
教
養
を
身

に
付
け
、
地
域
社
会
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
『
と
き
め
き
大
学
』
を
開
催
し
ま
す
。

平
成　

年
度
の
学
生
数
は　

人
。

１３

５１６

と
き
め
き
大
学
の
運
営　
　

万
２
千
円

３０９

女
性
が
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
人
生
を

築
く
た
め
の
教
養
を
深
め
、
そ
の
知
識
を
社

会
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
『
婦
人
短
期
大

学
』
を
開
催
し
ま
す
。

平
成　

年
度
の
学
生
数
は　

人
。

１３

１６２

婦
人
短
期
大
学
の
運
営　
　

万
３
千
円

１０３

家
庭
で
の
教
育
力
向
上
の
た
め
、
幼
稚
園

児
や
小
学
生
を
も
つ
親
が
自
主
企
画
し
て
行

わ
れ
る
、
子
育
て
に
関
す
る
学
習
会
な
ど
を

支
援
し
ま
す
。
３
月
末
日
現
在
、　

学
級

１５

（
幼
稚
園
６
、
小
学
校
９
）
。

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

（
�
�
１
１
２
９
）

家
庭
教
育
学
級
の
運
営　
　

万
１
千
円

８０

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
農
園
や
地
引
網
体
験
、

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
ふ

る
さ
と
学
習
事
業
を
展
開
す
る
『
ふ
る
さ
と

広
場
実
行
委
員
会
』
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

ふ
る
さ
と
学
習
推
進
事
業
補
助
金　
　

１２０

万
円

第５章　豊かな個性と人間性をは
ぐくむまち
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私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金　

３

千　

万
５
千
円
（
う
ち
国
１
千　

万
１
千

４４６

１５２

円
）私

立
幼
稚
園
に
通
園
す
る
園
児
の
保
護
者

の
保
育
料
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
市
民

税
の
所
得
割
課
税
額
が　

万
２
千　

円
以
下

１０

１００

の
世
帯
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
第
１
子
は
、
５
万
６
千　

円
か
ら　

万
６

１００

１３

千　

円
ま
で
。

８００

・
第
２
子
は
、　

万
２
千
円
か
ら　

万
８
千

１２

１７

円
ま
で
。

・
第
３
子
以
降
は
、　

万
７
千
円
か
ら　

万

１８

２２

２
千
円
ま
で
。

幼
児
教
育
の
充
実

登
別
温
泉
幼
稚
園
や
富
士
幼
稚
園
、
若
草

幼
稚
園
を
運
営
管
理
し
、
幼
稚
園
教
育
を
行

い
ま
す
。

市
立
幼
稚
園
の
運
営　

９
千　

万
３
千

３７

円
（
う
ち
人
件
費
７
千　

万
８
千
円
）

６２９

私
立
幼
稚
園
特
別
就
園
奨
励
費
補
助
金

　

万
円

５８０
私
立
幼
稚
園
の
父
母
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
私
立
幼
稚
園
（
室
蘭
市
含
む
）
に
通

園
す
る
園
児
の
保
護
者
に
対
し
、
入
園
時
に

２
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
教
材
教
具
整
備
事
業
補
助

金　
　

万
円

２０８
市
内
の
私
立
幼
稚
園
に
対
し
、
教
材
教
具

の
購
入
資
金
の
一
部
を
補
助
し
、
教
育
内
容

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
協
会
教
職
員
研
修
費
補
助

金　
　

万
円

１００
『
登
別
市
私
立
幼
稚
園
協
会
』
教
職
員
の

研
修
費
の
一
部
を
補
助
し
、
資
質
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
学
校
給
食
指
導
費　
　

万
５１

１
千
円

市
内
の
公
・
私
立
幼
稚
園
入
園
の
５
歳
児

を
対
象
と
し
、　

日
間
程
度
学
校
給
食
指
導

１０

を
行
い
ま
す
。
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小
・
中
学
校
教
育
の
充
実

小
・
中
学
校
情
報
教
育
推
進
事
業　

３

千　

万
９
千
円

５２２

特
色
あ
る
学
校
経
営
の
推
進
（
小
・
中

学
校
）　
　

万
円

４３

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
学
校
行
事
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
郷
土
伝
承
芸
能
活
動
な
ど

を
通
し
て
、
魅
力
あ
る
小
・
中
学
校
づ
く
り

を
図
り
ま
す
。

小
学
校
教
育
の
推
進　

９
千　

万
５
千

４９３

円
（
う
ち
国　

万
円
）

５０

市
内
９
校
を
運
営
管
理
し
、
小
学
校
教
育

を
行
い
ま
す
。

中
学
校
教
育
の
推
進　

８
千　

万
８
千

１６６

円
（
う
ち
国　

万
円
）

５０

市
内
６
校
を
運
営
管
理
し
、
中
学
校
教
育

を
行
い
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
活
動
研
究
推
進
事
業

（
小
・
中
学
校
）　
　

万
円

７００

平
成　

年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
『
総
合
的

１４

な
学
習
の
時
間
』
（
地
域
や
学
校
、
子
ど
も

た
ち
の
実
態
に
応
じ
、
小
・
中
学
校
が
創
意

工
夫
し
て
特
色
あ
る
教
育
活
動
が
行
え
る
時

間
）
を
調
査
研
究
し
、
そ
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

児
童
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
（
小

学
校
）　
　

万
円

６３

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
は
ぐ
く
む
た
め
、

小
動
物
の
飼
育
や
学
校
菜
園
を
通
し
て
、
命

の
尊
さ
や
自
然
に
親
し
む
心
を
育
て
ま
す
。

外
国
人
英
語
指
導
助
手
の
活
用
（
中
学

校
）　
　

万
１
千
円

６８８

生
き
た
英
語
を
指
導
す
る
外
国
人
英
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
を
活
用
し
、
英
語
を
使

っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
な

ど
を
図
り
ま
す
。

心
の
教
室
相
談
員
活
用
調
査
研
究
受
託

事
業
（
中
学
校
）　
　

万
３
千
円
（
う

２０６

ち
国　

万
６
千
円
）

１６９
生
徒
た
ち
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
を
和

ら
げ
、
心
の
ゆ
と
り
を
持
て
る
よ
う
、
友
人

関
係
や
進
路
関
係
、
親
子
関
係
、
登
校
拒
否

な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
相
談
員
が
受
け
ま

す
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用
事
業

　

万
２
千
円

５６
小
・
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
不
登
校

な
ど
の
問
題
行
動
の
対
応
に
つ
い
て
臨
床
心

理
士
な
ど
の
専
門
家
を
学
校
に
配
置
し
、
児

童
・
生
徒
な
ど
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制

の
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。

▲『総合的な学習の時間』に行われたサケの稚魚の放流（富岸小学校）
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小
学
校
体
育
連
盟
助
成
金　
　

万
円

２７

中
学
校
体
育
連
盟
助
成
金　
　

万
円

１４６

登
別
温
泉
入
浴
体
験
事
業
（
小
学
校
）

　
　

万
６
千
円

７５小
学
３
年
生
を
対
象
に
、
温
泉
入
浴
マ
ナ

ー
や
観
光
産
業
の
仕
組
み
な
ど
を
学
ぶ
登
別

温
泉
入
浴
体
験
を
行
い
ま
す
。

少
年
の
主
張
大
会
の
開
催
（
中
学
校
）

　

４
万
８
千
円

子
ど
も
た
ち
の
日
常
生
活
の
体
験
や
、
日

ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
を
広
く
訴
え
ま
す
。

平
成　

年
度
は
、
６
月
４
日
�
に
登
別
中

１４

学
校
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。

小
学
校
合
同
芸
術
祭
・
中
学
校
音
楽
祭

の
開
催　
　

万
６
千
円

１０８

・
登
別
市
内
小
学
校
合
同
芸
術
祭
…
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
市
内
９
小
学
校

の
５
年
生
（
登
別
温
泉
小
学
校
の
み
４
〜

６
年
生
）
が
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
器

楽
、
合
唱
、
踊
り
な
ど
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。　

月　

日
�金
 

開

１０

２５

催
予
定
。

・
登
別
市
中
学
校
音
楽
祭
…
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
を
会
場
に
、
６
中
学
校
の
代
表
ク
ラ

ス
や
合
唱
部
、
吹
奏
楽
部
、
マ
ン
ド
リ
ン

ギ
タ
ー
部
な
ど
の
生
徒
が
、
合
唱
や
合
奏

な
ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し

ま
す
。　

月
２
日
�水
 

開
催
予
定
。

１０

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
助
成
金　
　

万
円

３６

不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
へ
の
対
策
（
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
）　
　

万
６
千
円

２３

・
教
育
相
談
・
い
じ
め
相
談
…
専
門
相
談
員

を
２
人
配
置
し
、
電
話
や
来
室
に
よ
る
相

談
を
受
け
ま
す
（
月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜

　

時
）
。

１７
・
不
登
校
・
い
じ
め
等
対
策
会
議
…
校
長
会

や
教
頭
会
の
代
表
、
小
・
中
学
校
教
諭
、

教
育
委
員
会
（
補
導
セ
ン
タ
ー
含
む
）
な

ど　

人
で
構
成
さ
れ
る
同
会
議
を
年
２
回

３３
開
催
し
ま
す
。

・
学
校
訪
問
や
実
態
調
査
の
実
施

・
『
い
じ
め
学
習
資
料
』
の
配
布
…
小
学
５

年
生
〜
中
学
３
年
生
。

・
保
護
者
向
け
資
料
『
手
を
つ
な
ぐ
親
と
子
』

の
発
行
…
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
の
家
庭

を　

対
象
に
年
３
回
発
行
し
ま
す
。

・
教
職
員
（
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
）
を
対

象
と
し
た
研
修
会
…
年
２
回
開
催
。

・
不
登
校
児
童
生
徒
を
か
か
え
る
父
母
懇
談

会
…
年
３
回
開
催
予
定
。

・
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
懇
談
会
…
指
導
体
制

・
実
態
に
つ
い
て
の
情
報
交
流
や
、
自
然

体
験
学
習
・
宿
泊
交
流
学
習
の
実
施
に
つ

い
て
の
協
議
を
行
う
同
懇
談
会
を
年
３
回

開
催
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
各
中
学
校

区
の
地
区
別
交
流
会
（
年
２
回
）
を
開
催

し
ま
す
。

・
登
別
市
小
・
中
・
高
等
学
校
合
同
生
徒
指

導
担
当
者
（
部
長
）
連
絡
会
議
…
年
２
回

開
催
。

・
登
別
市
小
学
校
及
び
中
学
校
生
徒
指
導
担

当
者
（
部
長
）
連
絡
会
議
…
小
・
中
学
校

そ
れ
ぞ
れ
年
３
回
開
催
。

・
登
別
市
中
学
校
・
高
等
学
校
合
同
生
徒
指

導
担
当
者
（
部
長
）
連
絡
会
議
…
年
３
回

開
催
。

子
ど
も
地
域
交
流
プ
ラ
ザ
の
実
施　
　
１３６

万
９
千
円

２
０
０
２
年
度
か
ら
学
校
週
５
日
制
が
完

全
実
施
さ
れ
た
た
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
充
実
発
展
さ
せ
、
地
域
社
会
・
学
校
・

家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
運
営
体
制
を
確
立
で

き
る
よ
う
『
子
ど
も
地
域
交
流
プ
ラ
ザ
運
営

委
員
会
』
を
中
心
に
、
『
ふ
れ
あ
い
農
園
』

を
継
続
し
て
行
う
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
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を
各
中
学
校
区
で
展
開
し
ま
す
。

・
子
ど
も
地
域
交
流
プ
ラ
ザ
運
営
委
員
会
…

校
長
会
や
各
中
学
校
区
・
札
内
来
馬
地
区

運
営
委
員
、
登
別
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
社
会
教
育
委

員
、
学
識
経
験
者
な
ど　

人
で
構
成
さ
れ

１６

る
同
委
員
会
を
運
営
し
ま
す
。

・
各
中
学
校
区
・
札
内
来
馬
地
区
運
営
委
員

会
（
７
地
区
）
…
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
事
業
計
画
を
立
案
し
、
地
域
の
連
携
協

力
の
も
と
、
各
種
事
業
を
行
い
ま
す
。

・
学
校
施
設
の
開
放
…
８
月
と
１
月
を
除
く

各
月
の
第
２
土
曜
日
に
、
学
校
施
設
（
主

に
体
育
館
）
を
開
放
し
ま
す
。

・
『
ふ
る
さ
と
Ｙ
ｏ
ｕ
・
遊
ガ
イ
ド
』
の
発

行
…
市
内
の
名
所
や
史
跡
、
公
共
施
設
な

ど
を
紹
介
し
た
同
ガ
イ
ド
を
小
学
１
年
生

全
員
に
配
布
し
ま
す
。

児
童
生
徒
遠
距
離
通
学
費
補
助
金
（
小

・
中
学
校
）　
　

万
円

３７７

バ
ス
通
学
す
る
小
・
中
学
生
の
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
経
費
（
小
・
中
学

校
）　
　

万
円

４８０

札
内
町
と
来
馬
町
に
居
住
し
、
幌
別
小
学

校
と
幌
別
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
生
徒
や
、

学
校
行
事
な
ど
に
参
加
す
る
地
域
住
民
を
送

迎
す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

特
殊
教
育
学
級
の
新
設　
　

万
円
（
う

１３０

ち
国　

万
３
千
円
）

２８
心
身
に
障
害
を
も
つ
児
童
生
徒
の
可
能
性

を
最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
を
目
的
に
、
障
害

の
種
類
や
程
度
、
特
性
な
ど
に
応
じ
た
適
切

な
教
育
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
特
別
に
編

成
し
た
学
級
を
設
置
し
ま
す
。
平
成　

年
度

１４

は
登
別
小
学
校
と
幌
別
中
学
校
。

特
殊
教
育
就
学
奨
励
費
（
小
・
中
学
校
）

　

万
３
千
円
（
う
ち
国　

万
６
千
円
）

９９

４９

特
殊
学
級
に
就
学
し
て
い
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

必
要
な
費
用
を
援
助
し
ま
す
。

言
語
通
級
指
導
教
室
の
運
営　
　

万
６

３１

千
円こ

と
ば
の
障
害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
必

要
な
教
育
を
行
い
ま
す
。

▲幌別小学校区「子ども地域交流プラザ」運
営委員会主催により行われた『どろんこま
つり』
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学
習
環
境
の
整
備
充
実

屋
内
体
育
館
の
屋
根
と
外
壁
の
改
修
を
行

い
ま
す
。

幌
別
小
学
校
の
整
備　

１
千　

万
円

９００

受
水
槽
室
の
給
水
装
置
の
改
修
を
行
い
ま

す
。

青
葉
小
学
校
の
整
備　
　

万
円

５４０

・
プ
ー
ル
整
備
事
業
費
…　

万
１５０

・
若
草
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
実
施
設
計

委
託
料
…
２
千　

万
円

５００

若
草
小
学
校
の
整
備　

２
千　

万
円

６５０

登
別
温
泉
小
学
校
の
整
備　
　

万
円

２００

校
舎
内
外
部
の
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、

校
舎
の
内
部
壁
な
ど
の
補
修
工
事
を
行
い
、

耐
久
性
の
向
上
と
教
育
環
境
の
改
善
を
図
り

ま
す
。

小
・
中
学
校
の
放
送
設
備
で
老
朽
化
し
て

い
る
も
の
を
計
画
的
に
更
新
し
、
学
校
運
営

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
平
成　

年
度
は
、
青

１４

葉
小
学
校
と
鷲
別
中
学
校
の
更
新
を
行
い
ま

す
。

学
校
放
送
設
備
（
小
・
中
）
の
整
備　

　

万
円

２００学
校
給
食
事
業

給
食
セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
更
新
事
業
費

１
千　

万
円

５００
小
・
中
学
校
や
保
育
所
、
幼
稚
園
、
教
職

員
な
ど
が
負
担
す
る
給
食
費
で
、
子
ど
も
た

ち
の
栄
養
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
お
い
し

い
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

給
食
賄
原
材
料
費
に
要
す
る
経
費　

２

億
２
千　

万
円

１２８

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理　

１

億
３
千　

万
７
千
円
（
う
ち
人
件
費
８

２６９

千　

万
円
）

３４教
育
関
係
者
や
学
識
経
験
者
な
ど　

人
か

１０

ら
な
る
同
運
営
委
員
会
か
ら
、
学
校
給
食
共

同
調
理
場
の
運
営
に
関
す
る
審
議
や
調
査
・

研
究
・
助
言
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
�
�
２
７
２
３
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
運

営　
　

万
８
千
円

１９

高
校
教
育
の
充
実

登
別
高
等
学
校
定
時
制
課
程
教
育
振
興

会
補
助
金　

５
万
円

私
立
高
等
学
校
教
育
振
興
補
助
金　
　
７２０

万
円
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生
涯
学
習
の
推
進

【
青
少
年
育
成
】

青
少
年
の
非
行
防
止　
　

万
９
千
円

１６２

青
少
年
の
非
行
防
止
を
図
る
た
め
、
補
導

セ
ン
タ
ー
や
青
少
年
問
題
推
進
協
議
会
を
運

営
し
、
専
任
補
導
員
や
補
導
委
員
に
よ
る
巡

回
、
育
成
だ
よ
り
の
発
行
な
ど
を
行
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会
の
開
催　

５

万
５
千
円

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
事
業
の

一
環
と
し
て
、
少
年
の
非
行
防
止
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
会
の
開
催
を　

月
上
旬
に
予
定

１１

し
て
い
ま
す
。

青
年
リ
ー
ダ
ー
の
育
成　
　

万
円

４５

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
青
年
で
、
青
年
団

１８

３０

体
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
、
ま
た
は
今
後
、

青
年
団
体
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
し
て
い
る

方
を
対
象
に
、
青
年
団
体
活
動
先
進
地
で
の

視
察
研
修
な
ど
を
行
い
、
青
年
リ
ー
ダ
ー
を

青
少
年
会
館
の
運
営
管
理　

１
千　

万
６９０

１
千
円

青
少
年
会
館
４
館
の
運
営
管
理
を
行
い
、

学
習
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

（
�
�
１
１
２
９
）

成
人
祭
の
開
催　
　

万
５
千
円

１２８

登
別
市
成
人
祭
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る

成
人
祭
を
開
催
し
ま
す
。
平
成　

年
度
は
、

１４

平
成　

年
１
月　

日
開
催
予
定
。

１５

１２

所在地・電話番号青少年会館名

中央町５丁目２１－１２ 
（��３１０７）登別市青少年会館

登別本町１丁目１８－４ 
（��３３９９）登別東青少年会館

富岸町２丁目２３－１５ 
（��２４４９）富岸青少年会館

鷲別町４丁目３６－３８ 
（��６５１５）鷲別青少年会館

養
成
し
ま
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
登
別
第
１
団
運
営
事

業
費
補
助
金　

４
万
５
千
円

室
蘭
・
登
別
少
年
を
守
る
会
補
助
金　

３
万
円
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子
ど
も
会
活
動
振
興
助
成
金　
　

万
５

１７５

千
円登

別
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
が
開

催
す
る
『
こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』
や

『
か
る
た
大
会
』
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

生
涯
学
習
諸
条
件
の
整
備

婦
人
研
修
の
家
の
維
持
・
補
修　
　

万
６０

７
千
円

公
民
館
の
運
営
管
理
に
要
す
る
経
費　

１
千　

万
円

３３７

公
民
館
事
業
の
推
進　
　

万
３
千
円

１６０

地
域
文
化
を
高
め
る
た
め
の
講
座
や
講
演

会
、
講
習
会
な
ど
を
行
う
『
公
民
館
講
座
』

を
開
催
す
る
ほ
か
、
団
体
や
サ
ー
ク
ル
な
ど

が
自
主
的
に
行
う
学
習
会
『
マ
イ
プ
ラ
ン
講

座
』
を
支
援
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

（
�
�
１
１
２
９
）

所在地・電話番号婦人研修の家名

カルルス町２７－１ 
（��２１７２）カルルス婦人研修の家

常盤町２丁目３４－１ 
（��８０３９）常盤婦人研修の家

柏木町４丁目２４－８ 
（��１０７９）柏木婦人研修の家

桜木町２丁目１５－１７
（��１２４４）桜木婦人研修の家

新川町４丁目１５－１１
（��８０３７）新川婦人研修の家

栄町２丁目７－５ 
（��９９１８）栄 婦 人 研 修 の 家

美園町４丁目８－９ 
（��６９７５）美園婦人研修の家

若草町２丁目２－７ 
（��９９１９）若草婦人研修の家

所在地・電話番号公民館名

登別温泉町１７ 
（��３３６５）登別温泉公民館

登別東町２丁目２１－１ 
（��３２６５）登 別 公 民 館

鷲別町３丁目３－４ 
（��８８２３）鷲 別 公 民 館

▲

小
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ
る
公
民
館
講
座　

『
ア
シ
カ
博
士
教

室
』
（
登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク
二
ク
ス
）
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個
性
豊
か
な
ふ
る
さ
と
の
文

化
を
つ
く
る

市
民
会
館
の
運
営
管
理　

３
千　

万
２

４０４

千
円

文
化
振
興
助
成
金　
　

万
円

１３５

『
市
民
文
化
祭
』
や
『
文
化
大
集
会
』
な

ど
を
開
催
し
て
い
る
『
登
別
市
文
化
協
会
』

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
平
成　

年
度
末
の

１３

加
盟
団
体
数
・
会
員
数
は
、　

団
体
・
約
２

３７

千　

人
。

５００

児
童
・
生
徒
文
化
振
興
助
成
金　
　

万
６０

円
市
内
の
小
・
中
学
校
、
高
校
に
在
籍
す
る

児
童
生
徒
が
、
全
道
・
全
国
大
会
に
出
場
す

る
際
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

知
里
幸
恵
生
誕　

年
記
念
事
業　
　

万

１００

２２５

円
『
ア
イ
ヌ
神
揺
集
』
を
後
世
に
残
し
た
知

理
幸
恵
さ
ん
の
生
誕　

年
を
記
念
し
て
、
ゆ

１００

か
り
の
地
へ
の
案
内
板
や
マ
ッ
プ
を
作
製
し

ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
バ
ム
『
銀
の
し
ず
く
』

で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
木
村
弓
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
登
別
支
部
補
助
金

５
万
円

ア
イ
ヌ
民
族
文
化
祭
補
助
金　

３
万
円

社
団
法
人
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
が
開
催
す

る
『
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
祭
』
を
支
援
す
る
た

め
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
平
成　

年
度
の

１４

開
催
地
は
伊
達
市
を
予
定
。

ア
イ
ヌ
民
族
文
化
の
普
及　
　

万
円

５３

（
う
ち
道　

万
７
千
円
）

３９

生
活
館
活
動
推
進
事
業
費
・
北
海
道
ウ
タ

リ
協
会
登
別
支
部
が
開
催
す
る
『
刺
し
ゅ
う

教
室
』
を
支
援
し
ま
す
。

三
市
合
同
文
化
事
業
負
担
金　
　

万
円

１００

登
別
市
・
室
蘭
市
・
伊
達
市
の
３
市
合
同

で
『
北
海
道
舞
台
塾　

西
胆
振
』
を
開
催
し

ｉｎ

ま
す
。
平
成　

年
度
は
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ

１４

ッ
プ
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

財
団
法
人
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
の
運
営　

２
千　

万
３
千
円

４６４

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
を
運
営
し
、

同
財
団
が
行
う
事
業
を
補
助
し
ま
す
。

◆
主
な
内
訳

・
財
団
法
人
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
事
業
補
助
金
…　

万
２
千
円

９１６

・
財
団
法
人
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
運
営
補
助
金
…
１
千　

万
１
千
円

５４８

表
別
紙

▼
問
い
合
わ
せ　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
（
�
�
１
１
１
６
）
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受講・
参加料

募 集 定 員場　　　所対　　　象時　　　間期　　　日事　業　名

２００円２０人郷 土 資 料 館一般１０：００～１２：００５月１２日�・１９日�カメ ラ （ 写 真 ）撮影教室

２００円２０人市 民 会 館一般９：００～１６：００５月２６日�ビ デ オ 撮 影 教 室

５００円各地区２０人

婦人センター

一般１８：３０～２０：３０

６月３日�～６月１７日�
の毎週月・木曜日登別地区

初心者英会話教室 市 民 会 館１０月７日�～２４日�
の毎週月・木曜日幌別地区

鷲 別 公 民 館２月３日�～２月１７日�
の毎週月・木曜日鷲別地区

１００円１５組郷 土 資 料 館親子１０：００～１２：００８月２日�民俗工芸教室（和紙づくり）

３，５００円２０人市 民 会 館一般１８：３０～２０：３０８月２８日�～３０日�ガ ラ ス 工 芸 教 室

５００円３０人市 民 会 館一般９：３０～１３：００９月２０日�和 食 料 理 教 室

４，０００円２０人市 民 会 館一般１８：３０～２０：３０９月２５日�～２７日�自 然 色 彩 絵 画 教 室

１，０００円２０組鷲 別 公 民 館親子９：００～１３：００１０月２７日�親 子 料 理 教 室

３００円各地区２５組

婦人センター

親子１０：００～１２：００

１月８日�登別地区

フ ァ ミ リ ー
紙 ね ん ど 教 室 市 民 会 館１月９日�幌別地区

鷲 別 公 民 館１月１０日�鷲別地区

未定未定富 良 野 市高校生以上未   定８月上旬富 良 野 塾 演 劇 セ ミ ナ ー

市 民 会 館西小学校ほか１３：００～１４：３０６月２７日�道新 ジ ュ ニ ア クラシック
（ 札 響 コ ン サ ー ト ）

各 地 区一般９月～１１月市 民 文 化 祭

全席指定
５，０００円市 民 会 館一般１８：３０～１０月１１日�研 ナ オ コ　 コ ン サ ー ト

工作のみ
　　２００円市 民 会 館親子１０：００～１４：３０１１月１０日�親 子 文 化 祭

未定市 民 会 館一般未定未定文 化 講 演 会

５００円市 民 会 館小・中学生未定２月１日�・２日�小 中 学 生 書 初 展

文化振興事業…事業費１２，６３４，０００円（うち市補助金７,２８７,０００円）

※都合により、日程などを変更することがありますのでご了承ください。
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スポーツ振興事業…事業費２，２０９，０００円（うち市補助金１，８７５，０００円）

受講・
参加料

募 集 定 員場　　　所対　　　象時　　　間期　　　日事　業　名

９５０円５０人岡 志 別 の 森
運 動 公 園一般１０：００～１２：００５月７日�～６月７日�

の毎週火・金曜日初 心 者 テ ニ ス 教 室

９５０円５０人市 民 プ ー ル小学１～３年生１６：００～１７：００５月１４日�～５月２９日�の
土・日・月曜日を除く毎日少 年 水 泳 教 室

９５０円５０人市 民 プ ー ル一般１３：３０～１５：３０６月４日�～６月２５日�
の毎週火・木・土曜日婦 人 水 泳 教 室

６００円各教室２４人
岡 志 別 の 森
運 動 公 園一般

１０：００～１２：００

６月５日�・１２日�Ａコース

パークゴルフ教室 ６月１４日�・２１日�Ｂコース

１４：００～１６：００７月２日�・９日�Ｃコース

３５０円５０人総 合 体 育 館一般１８：３０～２０：３０７月２６日�安 全 護 身 術 教 室

９５０円２０人市 民 プ ー ル一般１３：００～１５：００１２月１５日�ス キ ン ダ イ ビ ン グ 教 室

２００円５０人青葉
スケートリンク小学生以上９：００～１１：３０１月２５日�・２６日�初 心 者 ス ケ ー ト 教 室

９５０円２０人カルルス温泉
サンライバスキー場一般１０：００～１４：３０２月１日�・８日�・１５日�初 心 者 ス キ ー 教 室

９５０円２０人カルルス温泉
サンライバスキー場一般１０：００～１４：３０２月１日�・８日�・１５日�初心 者 ス ノ ー ボ ード教室

６００円１２０人岡 志 別 の 森
運 動 公 園一般７：００～６月２日�市民パークゴルフ大会（春季）

無料１１０人
（参加予定数）市営陸上競技場一般８：３０～７月２３日�市 民 ゲ ー ト ボ ー ル 大 会

無料１００人
（参加予定数）市営陸上競技場一般９：００～８月２０日�市民グラウンドゴルフ大会

無料３５０人
（参加予定数）

岡 志 別 の 森
運 動 公 園全市民８：３０～９月１日�市民スポーツフェスティバル

５００円１２０人岡 志 別 の 森
運 動 公 園一般８：３０～９月１日�市民パークゴルフ大会（秋季）

１チーム
２，０００円

１２０人
（参加予定数）

岡 志 別 の 森
運 動 公 園一般８：３０～９月１日�市 民 ソ フ ト ボ ー ル 大 会

無料２００人
（参加予定数）総 合 体 育 館一般８：３０～１２月１日�市 民 ミ ニ バ レ ー 大 会

無料１回１０人以上随 時小学生以上随時随時軽スポーツ指導者派遣事業

無料５０人市営陸上競技場一般１４：００～１６：３０６月２９日�陸 上 競 技 講 習 会

※都合により、日程などを変更することがありますのでご了承ください。
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文
化
財
の
保
護　
　

万
２
千
円

３３

ふ
る
さ
と
登
別
の
歴
史
や
文
化
を
後
世
に

伝
え
、
郷
土
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、

市
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
保
存

し
ま
す
。

・
登
別
市
文
化
財
審
議
会
の
運
営
…
学
識
経

験
者
ら
６
人
で
構
成
さ
れ
る
同
審
議
会
を

開
催
し
、
文
化
財
の
保
存
や
活
用
に
つ
い

て
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
調
査
・
審
議
し

ま
す
。

郷
土
資
料
館
・
文
化
伝
承
館
の
運
営　

　

万
６
千
円
（
う
ち
人
件
費　

万
３
千
円
）

８５９

５８５

郷
土
資
料
館
の
収
蔵
品
な
ど
を
管
理
・
展

示
す
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
な
ど

を
行
い
ま
す
。

▲市民スポーツフェスティバル▲親子文化祭

▲

郷
土
資
料
館
体
験
学
習
『
ひ
な
人
形
づ
く
り
体
験
』



��２００２　まちづくりカタログ

まちづくりカタログ

第５章　豊かな個性と人間性をは
ぐくむまち

内　　　　容　行　　事　　名開催月日

ミニこいのぼりの作成親子こいのぼりづくり４月１３日�

展示品の解説・体験学習資料館の日４月２７日�

昔と今の生活の違い資料館の日
「昔のくらし」５月１１日�

流鏑馬・チャンバラ・茶道体験などわんぱくサムライ体験５月２５日�

展示品の解説・体験学習資料館の日６月８日�

親子によるそば打ちと試食親子そば打ち体験６月２２日�

池で笹舟を楽しむ。ソーメンの試食笹舟とソーメン流し体験７月１３日�

本立てとパズルの作成夏休み工作教室７月３０日�

折り染め工作夏休み工作教室７月３１日�

白布を絞り染めしてのバンダナづくり絞り染め体験８月２４日�

登別市の開墾時代の様子資料館の日
「片倉家の移住」９月１４日�

トウモロコシの皮を使ってのフクロウづ
くりフクロウづくり体験９月２８日�

幌別鉱山の栄えたころの様子を学ぶ資料館の日
「幌別鉱山」１０月１２日�

やじろべえとメリーゴーランドの作成動くおもちゃづくり体験１０月２６日�

小さなはた織り機を使ってのコースター
づくりはた織り体験１１月９日�

すげを使って、しめ飾りを作成しめ飾りづくり体験１２月７日�

本立て・わら工芸冬休み工作教室１月９日�

凧・わら工芸冬休み工作教室１月１０日�

知里真志保・幸恵の足跡をたどる郷土資料館の日
（知里家の人々）１月２５日�

展示品の解説・体験学習資料館の日２月８日�

竹と和紙を材料にしてのひな人形づくり親子ひな人形づくり体験２月２２日�

らくがんづくり親子和菓子づくり体験３月８日�

※都合により、内容などを変更する場合があります。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
競
技
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
支
援
事
業　
　

万
７
千

１５

円
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
女
子
陸
上
競
技
部
の
合
宿
を

誘
致
・
支
援
し
、
同
部
を
講
師
に
招
い
た
ス

ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
ラ
ジ
オ
体
操
会
の
開
催　

６
万
円

午
前
６
時　

分
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
放
送

３０

に
よ
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
・
第
２
を
行
い

ま
す
（
７
月
末
に
開
催
予
定
）
。

胆
振
管
内
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
参
加
経

費　
　

万
１
千
円

３７
胆
振
管
内
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
（
開
催
地

登
別
市
体
育
協
会
助
成
金　
　

万
円

１２６

登
別
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成
助
成
金

　

万
円

５０三
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催　
　

万
円

４９

登
別
市
・
室
蘭
市
・
伊
達
市
の
三
市
の
子

ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
、
交
流
を
深

め
ま
す
。
夏
季
と
冬
季
の
年
２
回
開
催
し
、

夏
季
は
室
蘭
市
入
江
陸
上
競
技
場
を
会
場
に

陸
上
競
技
を
、
冬
季
は
伊
達
市
体
育
館
を
会

場
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

児
童
生
徒
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金　
　
３０６

万
円市

内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
市
民
な
ど
が
、

全
国
大
会
・
全
道
大
会
に
参
加
す
る
際
、
参

加
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

は
夏
季
・
伊
達
市
、
冬
季
・
登
別
市
）
に
市

民
に
よ
る
選
手
団
を
派
遣
し
ま
す
。

ま
た
、
選
手
団
の
参
加
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
実

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る
方
を

含
む　

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
に
、
学
校
の
体

１０

育
施
設
を
開
放
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
を

提
供
し
ま
す
。

・
屋
内
体
育
館
の
開
放
…
平
成　

年
５
月
中

１４

旬
か
ら
平
成　

年
２
月
末
ま
で
、
登
別
温

１５

泉
中
学
校
や
登
別
中
学
校
、
登
別
小
学
校
、

幌
別
東
小
学
校
、
幌
別
小
学
校
、
幌
別
西

小
学
校
、
青
葉
小
学
校
、
富
岸
小
学
校
、

若
草
小
学
校
、
鷲
別
小
学
校
の
体
育
館
を

開
放
し
ま
す
。

・
学
校
プ
ー
ル
の
開
放
…
学
校
の
夏
休
み
期

間
中
、
幌
別
東
小
学
校
や
若
草
小
学
校
、

鷲
別
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

（
�
�
１
１
２
９
）

学
校
開
放
事
業　
　

万
７
千
円

４１６

総
合
体
育
館
の
運
営
管
理　

１
千　

万
７６３

７
千
円

陸
上
競
技
場
の
運
営
管
理　
　

万
９
千

５０２

円

岡
志
別
の
森
運
動
公
園
の
運
営
管
理　

１
千　

万
円

８０１

市
民
プ
ー
ル
の
運
営
管
理　

１
千　

万
７５１

５
千
円

※
新
市
民
プ
ー
ル
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
、
基
本
設

１６計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
営
プ
ー
ル
の
運
営
管
理　
　

万
円

３３３

▼
問
い
合
わ
せ　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
（
�
�
１
１
１
６
）
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第５章　豊かな個性と人間性をは
ぐくむまち

生
涯
学
習
を
支
え
る
図
書
館

機
能
を
高
め
る

図
書
資
料
の
整
備
を
は
じ
め
、
『
文
化
講

演
会
』
や
『
小
中
学
生
読
書
感
想
文
コ
ン
ク

ー
ル
』
、
『
幼
稚
園
児
読
書
感
想
画
募
集
』
、

『
移
動
図
書
館
こ
ぐ
ま
号
の
運
行
』
な
ど
を

行
い
ま
す
。

市
立
図
書
館
の
運
営
管
理　

６
千　

万
１２７

９
千
円
（
う
ち
人
件
費
４
千　

万
６
千
円
）

６５８

新
着
図
書
５
千
冊
や
雑
誌　

種
類
、
新
聞

５０

６
紙
を
購
入
し
ま
す
。

図
書
な
ど
の
購
入　
　

万
円

８８５

新
図
書
館
建
設
に
向
け
て
、
毎
年
一
定
額

を
新
図
書
館
建
設
基
金
と
し
て
積
み
立
て
し

ま
す
。

新
図
書
館
建
設
基
金
積
立
金　

１
千
万

円
▲

移
動
図
書
館
こ
ぐ
ま
号



第
６
章

担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ああああああああああああああああああああ
うううううううううううううううううううう
まままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

担
い
あ
う
ま
ち
づ
く
り

市
民
参
画
・
地
域
活
動
・

地
域
交
流
・
国
際
交
流



●
多
彩
な
地
域
活
動
を
支
援

●
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
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まちづくりカタログ

多
彩
な
地
域
活
動
を
支
援

個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
ふ
れ
あ

い
豊
か
な
交
流
推
進
事
業
な
ど
、
市
民
団
体

が
自
主
的
・
主
体
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
金
は
、
対
象
事
業
費
の
２
分
の
１
ま

で
で　

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

３０

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課（

�
�
１
１
２
２
）

い
き
い
き
推
進
事
業
補
助
金　
　

万
円

１００

商
店
会
ま
た
は
商
店
会
が
中
心
と
な
っ
て

組
織
さ
れ
た
団
体
が
、
商
業
の
振
興
や
地
域

経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
地
域
住
民
と
共
同

で
行
う
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。
幌
別
地
区
は
『
の
ぼ
り
べ
つ
豊
水

ま
つ
り
』
、
鷲
別
地
区
は
『
鷲
別
手
づ
く
り

夏
祭
り
』
、
若
草
・
新
生
地
区
は
『
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
、
登

別
地
区
は
『
の
ぼ
り
べ
つ
探
険
物
語
』
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

商
業
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
事
業
補
助
金　

　

万
円

８０

第６章　担いあうまちづくり

平
成　

年
度
は
千
歳
町
の
市
民
プ
ー
ル
横

１４

広
場
を
会
場
に
、
９
月
１
日
�
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

登
別
農
業
ま
つ
り
運
営
費
補
助
金　
　
２０

万
円

▲

鷲
別
手
づ
く
り
夏
祭
り

▲のぼりべつ豊水まつり
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平
成　

年
度
は
、
９
月　

日
�
・　

日
�

１４

１４

１５

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

登
別
漁
港
ま
つ
り
運
営
費
補
助
金　
　
４０

万
円

市
内
の
町
内
会
で
組
織
さ
れ
る
各
地
区
の

連
合
町
内
会
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

市
内
の
連
合
町
内
会
は
、
登
別
温
泉
地
区
、

登
別
地
区
、
鉄
南
地
区
、
札
内
・
来
馬
地
区
、

中
央
地
区
、
幌
別
西
地
区
、
青
葉
地
区
、
富

岸
地
区
、
新
生
地
区
、
鷲
別
地
区
、
美
園
・

若
草
地
区
の　

連
合
町
内
会
。

１１

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
課（

�
�
１
８
５
５
）

登
別
市
連
合
町
内
会
助
成
金　
　

万
円

２５０

地
域
の
発
展
を
目
的
に
活
動
す
る
町
内
会

の
運
営
を
支
援
し
ま
す
。
助
成
金
は
、
団
体

割
や
世
帯
割
、
会
館
割
、
街
路
灯
割
で
交
付

さ
れ
、
地
域
の
美
化
清
掃
を
は
じ
め
、
敬
老

会
や
祭
典
、
新
年
会
、
街
路
灯
や
会
館
の
維

持
管
理
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
町
内
会
数
は
、　

町
内
会
。

９９

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
課（

�
�
１
８
５
５
）

町
内
会
運
営
助
成
金　

３
千　

万
円

２０７

団
体
を
対
象
に
花
の
苗
の
あ
っ
せ
ん
な
ど

を
行
う
『
花
い
っ
ぱ
い
運
動
』
の
推
進
や
、

登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
助
成
金　

　

万
円

４５

各
種
団
体
の
実
践
発
表
や
講
演
会
を
行
う

『
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
』
の
開
催
、

『
市
民
憲
章
だ
よ
り
』
を
発
行
し
て
い
る

『
登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
』
の
活
動
を

支
援
す
る
た
め
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

首
都
圏
在
住
の
登
別
市
出
身
者
や
ゆ
か
り

の
あ
る
方
で
構
成
さ
れ
る
『
東
京
登
別
げ
ん

き
か
い
』
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

平
成　

年　

月
末
現
在
の
会
員
数
は　

人
。

１３

１０

５３０

東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
の
支
援　
　

万
１０１

７
千
円

札
幌
圏
在
住
の
登
別
市
出
身
者
や
ゆ
か
り

の
あ
る
方
た
ち
で
構
成
さ
れ
る
『
札
幌
の
ぼ

り
べ
つ
会
』
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

平
成　

年　

月
末
現
在
の
会
員
数
は　

人
。

１３

１０

１１４

札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
の
支
援　

７
万
７

千
円
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第６章　担いあうまちづくり

登
別
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
を
『
登
別
市

ふ
る
さ
と
大
使
』
（
通
称
…
鬼
大
使
）
に
委

嘱
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
登
別
市
を
宣
伝

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
情
報

な
ど
を
提
供
し
て
も
ら
い
ま
す
。

登
別
市
ふ
る
さ
と
大
使
の
委
嘱　
　

万
２２

１
千
円

姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県
白
石
市
と
の
産

業
や
経
済
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
な
ど

を
通
し
て
友
好
・
親
善
を
深
め
る
た
め
、
同

協
議
会
へ
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

登
別
・
白
石
姉
妹
都
市
交
流
推
進
協
議

会
助
成
金　
　

万
円

３０

登
別
市
と
白
石
市
の
小
・
中
学
生
が
、
学

校
間
交
流
を
行
い
、
互
い
の
ま
ち
の
歴
史
を

学
び
、
交
流
を
深
め
ま
す
。

ま
た
、
交
流
を
推
進
す
る
『
姉
妹
都
市
小

中
学
校
交
流
実
行
委
員
会
』
へ
補
助
金
を
交

付
し
、
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

姉
妹
都
市
の
小
・
中
学
校
と
の
交
流　

　

万
３
千
円

５９

姉
妹
都
市
で
あ
る
白
石
市
と
少
年
軟
式
野

球
大
会
や
水
泳
大
会
を
通
し
て
交
流
を
深
め

る
た
め
、
『
登
別
・
白
石
姉
妹
都
市
少
年
ス

ポ
ー
ツ
交
流
団
』
と
『
姉
妹
都
市
国
際
親
善

水
泳
大
会
参
加
交
流
団
』
へ
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。

姉
妹
都
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
助
成
金

　

万
円

１５６
登
別
市
の
次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
諸
外

国
の
生
活
や
異
な
る
文
化
に
接
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
際
理
解
を
深
め
、
国
際
社
会
に
対

応
で
き
る
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
内
の
中
学
校
２
年
生
を
デ

ン
マ
ー
ク
な
ど
に
派
遣
し
（　

日
間
程
度
）
、

１０

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。
平
成

４
年
度
に
始
ま
っ
た
同
事
業
は
本
年
度
で　
１１

回
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に　

人
の
中
学
生

６９

を
派
遣
し
ま
し
た
。

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の
実
施　
　

万
３７９

９
千
円

登
別
市
の
国
際
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、

講
演
会
や
デ
ン
マ
ー
ク
へ
の
親
善
訪
問
の
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

国
際
交
流
推
進
事
業　
　

万
５
千
円

１７４
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・
国
際
交
流
の
推
進
に
関
す
る
事
業
…
市
内

の
国
際
交
流
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、

『
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
』
や
『
外
国
人
留

学
生
と
の
交
流
』
な
ど
を
行
い
、
国
際
交

流
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
デ
ン
マ
ー
ク
研
修
生
と
の
交
流
…
６
月
か

ら
約
２
カ
月
、
登
別
デ
ン
マ
ー
ク
協
会
が

受
け
入
れ
る
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
の
研
修
生

と
市
民
と
の
交
流
す
る
機
会
を
つ
く
り
、

国
際
交
流
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
デ
ン
マ
ー
ク
へ
の
親
善
訪
問
…
デ
ン
マ
ー

ク
に
あ
る
登
別
市
民
と
の
友
好
を
す
す
め

る
団
体
『
リ
ン
ゲ
／
ウ
ィ
ス
リ
ン
ゲ
登
別

友
好
協
会
』
が
、
一
昨
年
登
別
市
を
親
善

訪
問
し
た
こ
と
に
対
し
、
９
月
に
答
礼
の

親
善
訪
問
を
行
う
『
登
別
デ
ン
マ
ー
ク
協

会
』
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

海
外
の
地
方
自
治
体
な
ど
の
職
員
を
『
協

力
交
流
研
修
員
』
と
し
て
受
け
入
れ
、
日
本

の
自
治
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
を
習
得
し
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
国

際
交
流
事
業
に
同
研
修
員
を
参
加
さ
せ
、
市

民
と
の
交
流
を
通
し
て
、
地
域
の
国
際
化
を

図
り
ま
す
。
平
成　

年
度
は
６
月
か
ら　

月

１４

１２

下
旬
ま
で
を
予
定
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
国
際
交
流
室

（
�
�
１
１
３
０
）

自
治
体
職
員
協
力
交
流
事
業　
　

万
２

３９８

千
円
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